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(57)【要約】
　アンテナ切替えをトリガするための方法、システム、
およびデバイスが記載される。整定時間が特定され得、
アンテナ切替えは、特定された整定時間に少なくとも部
分的に基づいて、遅延させられ得る。整定時間は、アン
テナ切替えの後に続く整定に起因する、受信の推定され
る遅延を含み得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アンテナ切替えをトリガするための方法であって、
　整定時間を特定することと、前記整定時間は、前記アンテナ切替えの後に続く整定に起
因する、受信の推定される遅延を備える、
　前記特定された整定時間に少なくとも部分的に基づいて、前記アンテナ切替えを遅延さ
せることと
を備える方法。
【請求項２】
　前記特定された整定時間は、現在のサブフレームの物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）を復号した後の、前記現在のサブフレームの残り時間よりも短い、請求項１に
記載の方法。
【請求項３】
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を取り出すために前記ＰＤＣＣＨを復号することと、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）が前記現在のサブフレーム内にスケジュ
ールされているかどうかを、前記取り出されたＤＣＩに少なくとも部分的に基づいて決定
することと
をさらに備える請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　ＰＤＳＣＨが前記現在のサブフレーム内にスケジュールされていることを決定すると、
前記現在のサブフレームの後に続く１つまたは複数のサブフレームまで前記アンテナ切替
えを遅延させること
をさらに備える請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　ＰＤＳＣＨが前記現在のサブフレーム内に存在しないことを決定すると、前記現在のサ
ブフレーム中にアンテナを切り替えること
をさらに備える請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記特定された整定時間は、現在のサブフレームの物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）を復号した後の、前記現在のサブフレームの残り時間よりも長い、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記現在のサブフレームの前記ＰＤＣＣＨの継続時間を特定することと、
　前記ＰＤＣＣＨの前記特定された継続時間の後に続いてアンテナを切り替えることと
をさらに備える請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記特定された整定時間は、現在のサブフレームの物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）の継続時間の後の、前記現在のサブフレームの残り時間よりも長い、請求項１
に記載の方法。
【請求項９】
　前記現在のサブフレームの先頭においてアンテナを切り替えること
をさらに備える請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記特定された整定時間は、現在のサブフレームの継続時間よりも長い、請求項１に記
載の方法。
【請求項１１】
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を取り出すために、前記現在のサブフレームの物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を復号することと、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）が前記現在のサブフレーム内にスケジュ
ールされているかどうかを、前記取り出されたＤＣＩに少なくとも部分的に基づいて決定
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することと
をさらに備える請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　ＰＤＳＣＨが前記現在のサブフレーム内にスケジュールされていることを決定すると、
前記現在のサブフレームの後に続く１つまたは複数のサブフレームまで前記アンテナ切替
えを遅延させること
をさらに備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ＰＤＳＣＨが前記現在のサブフレーム内に存在しないことを決定すると、前記現在のサ
ブフレーム中にアンテナを切り替えること
をさらに備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記整定時間は、
　ハードウェアスイッチが整定するための時間、または
　前記アンテナ切替えの後に続くチャネル状態で１つまたは複数の受信機ループが整定す
るための時間
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　アンテナ切替えをトリガするための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信するメモリと、
　前記メモリに記憶された命令とを備え、前記命令は、前記プロセッサによって、
　整定時間を特定することと、前記整定時間は、前記アンテナ切替えの後に続く整定に起
因する、受信の推定される遅延を備える、
　前記特定された整定時間に少なくとも部分的に基づいて、前記アンテナ切替えを遅延さ
せることと
を行うように実行可能である、装置。
【請求項１６】
　前記特定された整定時間は、現在のサブフレームの物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）を復号した後の、前記現在のサブフレームの残り時間よりも短い、請求項１５
に記載の装置。
【請求項１７】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を取り出すために前記ＰＤＣＣＨを復号することと、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）が前記現在のサブフレーム内にスケジュ
ールされているかどうかを、前記取り出されたＤＣＩに少なくとも部分的に基づいて決定
することと
を行うようにさらに実行可能である、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　ＰＤＳＣＨが前記現在のサブフレーム内にスケジュールされていることを決定すると、
前記現在のサブフレームの後に続く１つまたは複数のサブフレームまで前記アンテナ切替
えを遅延させること
を行うようにさらに実行可能である、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　ＰＤＳＣＨが前記現在のサブフレーム内に存在しないことを決定すると、前記現在のサ
ブフレーム中にアンテナを切り替えること
を行うようにさらに実行可能である、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
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　前記特定された整定時間は、現在のサブフレームの物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）を復号した後の、前記現在のサブフレームの残り時間よりも長い、請求項１５
に記載の装置。
【請求項２１】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　前記現在のサブフレームの前記ＰＤＣＣＨの継続時間を特定することと、
　前記ＰＤＣＣＨの前記特定された継続時間の後に続いてアンテナを切り替えることと
を行うようにさらに実行可能である、請求項２０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記特定される整定時間は、前記現在のサブフレームの物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）の継続時間の後の、現在のサブフレームの残り時間よりも長く、ここにお
いて、前記命令は、前記プロセッサによって、
　現在のサブフレームの先頭においてアンテナを切り替えること
を行うようにさらに実行可能である、請求項１５に記載の装置。
【請求項２３】
　前記プロセッサに動作可能に接続された少なくとも１つのスイッチと、
　前記少なくとも１つのスイッチに動作可能に接続された少なくとも１つのアンテナと、
　前記少なくとも１つのスイッチに動作可能に接続された少なくとも１つの受信チェーン
と、
　前記少なくとも１つのスイッチに動作可能に接続された少なくとも１つの送信チェーン
と
をさらに備える請求項１５に記載の装置。
【請求項２４】
　前記特定される整定時間は、現在のサブフレームの継続時間よりも長い、請求項１５に
記載の装置。
【請求項２５】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を取り出すために、前記現在のサブフレームの物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を復号することと、
　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）が前記現在のサブフレーム内にスケジュ
ールされているかどうかを、前記取り出されたＤＣＩに少なくとも部分的に基づいて決定
することと
を行うようにさらに実行可能である、請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　ＰＤＳＣＨが前記現在のサブフレーム内にスケジュールされていることを決定すると、
前記現在のサブフレームの後に続く１つまたは複数のサブフレームまで前記アンテナ切替
えを遅延させること
を行うようにさらに実行可能である、請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記命令は、前記プロセッサによって、
　ＰＤＳＣＨが前記現在のサブフレーム内に存在しないことを決定すると、前記現在のサ
ブフレーム中にアンテナを切り替えること
を行うように実行可能である、請求項２５に記載の装置。
【請求項２８】
　前記整定時間は、
　ハードウェアスイッチが整定するための時間、または
　前記アンテナ切替えの後に続くチャネル状態で１つまたは複数の受信機ループが整定す
るための時間
を備える、請求項１５に記載の装置。
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【請求項２９】
　アンテナ切替えをトリガするための装置であって、
　整定時間を特定するための手段と、前記整定時間は、前記アンテナ切替えの後に続く整
定に起因する、受信の推定される遅延を備える、
　前記特定された整定時間に少なくとも部分的に基づいて、前記アンテナ切替えを遅延さ
せるための手段と
を備える装置。
【請求項３０】
　アンテナ切替えをトリガするためのコンピュータプログラム製品であって、プロセッサ
によって、
　整定時間を特定することと、前記整定時間は、前記アンテナ切替えの後に続く整定に起
因する、受信の推定される遅延を備える、
　前記特定された整定時間に少なくとも部分的に基づいて、前記アンテナ切替えを遅延さ
せることと
を行うように実行可能な命令を記憶する非一時的コンピュータ可読媒体を備えるコンピュ
ータプログラム製品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
相互参照
　[0001]本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込
まれる、２０１３年５月１４日に出願された「Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｔｒｉｇｇｅｒ　Ａｌｇ
ｏｒｉｔｈｍ　ｆｏｒ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｗｉｔｃｈ　Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ」と題する
Ｄａｙａｌ他による米国仮特許出願第６１／８２３，２１８号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなどの様々な通信サービスを提供するために広く展開されている。これ
らのワイヤレス通信システムは、利用可能なネットワークリソースを共有することによっ
て複数のユーザをサポートすることが可能な多元接続ネットワークであり得る。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、いくつかのユーザ機器（ＵＥ）のための通信をサポ
ートすることができる、いくつかの基地局またはノードＢを含む場合がある。ＵＥは、ダ
ウンリンクおよびアップリンクを介して基地局と通信することができる。ダウンリンク（
または順方向リンク）は基地局からＵＥへの通信リンクを指し、アップリンク（または逆
方向リンク）はＵＥから基地局への通信リンクを指す。
【０００４】
　[0004]基地局およびＵＥは、互いに通信するとき、多数のアンテナをそれぞれ使用し得
る。場合によっては、ＵＥは、基地局へのＵＥの送信の品質が劣化したことを決定し得る
。ＵＥは、ＵＥ自体において、または基地局からフィードバックを受信した（または、フ
ィードバックがないこと－すなわち、確認応答がないことの）後、このことを決定し得る
。品質が劣悪な送信は、たとえば、妨害されたアンテナ（たとえば、ユーザが、彼または
彼女の親指をアンテナの上に置くことの結果として）、またはオーバージエアの干渉に由
来し得る。この問題に対処するために、ＵＥは、ＵＥの送信チェーンが代替のアンテナに
切り替えられる、アンテナ切替えを起動し得る。しかしながら、場合によっては、送信チ
ェーンに対するアンテナ切替えは、ＵＥの受信チェーンのうちの１つまたは複数に対する
アンテナ切替えを必要とし得る。通常、受信チェーンに対するアンテナ切替えは、データ
の損失という結果になる。データ損失は、少なくとも部分的には、切り替える処理の整定
時間が原因であり得る。
【発明の概要】
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【０００５】
　[0005]記載される特徴は、一般に、データ損失を軽減または回避する方式でアンテナ切
替えをトリガするための、１つまたは複数の改善された方法、システム、および／または
装置に関する。
【０００６】
　[0006]アンテナ切替えをトリガするための方法が記載される。いくつかの構成では、整
定時間が特定され得、アンテナ切替えは、特定された整定時間に少なくとも部分的に基づ
いて、遅延させられ得る。整定時間は、アンテナ切替えの後に続く整定に起因する、受信
の推定される遅延を含み得る。
【０００７】
　[0007]いくつかの実施形態では、特定された整定時間は、現在のサブフレームの物理ダ
ウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を復号した後の現在のサブフレームの残り時間よ
りも、短くてもよい。これらの実施形態では、方法は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）
を取り出すためにＰＤＣＣＨを復号することと、取り出されたＤＣＩに少なくとも部分的
に基づいて、物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）が現在のサブフレーム内にス
ケジュールされているかどうかを決定することとを、含み得る。場合によっては、ＰＤＳ
ＣＨが現在のサブフレーム内にスケジュールされていることを決定すると、アンテナ切替
えは、現在のサブフレームの後に続く１つまたは複数のサブフレームまで、遅延させられ
得る。他の場合には、ＰＤＳＣＨが現在のサブフレーム内に存在しないことを決定すると
、アンテナは、現在のサブフレーム中に切り替えられ得る。
【０００８】
　[0008]いくつかの実施形態では、特定された整定時間は、現在のサブフレームのＰＤＣ
ＣＨを復号した後の現在のサブフレームの残り時間よりも、長くてもよい。これらの実施
形態では、方法は、現在のサブフレームのＰＤＣＣＨの継続時間を特定することと、ＰＤ
ＣＣＨの特定された継続時間の後に続いてアンテナを切り替えることとを、含み得る。
【０００９】
　[0009]さらなる実施形態では、特定された整定時間は、現在のサブフレームのＰＤＣＣ
Ｈの継続時間の後の現在のサブフレームの残り時間よりも、長くてもよい。これらの実施
形態では、アンテナは、現在のサブフレームの先頭において切り替えられ得る。
【００１０】
　[0010]さらに他の実施形態では、特定された整定時間は、現在のサブフレームの継続時
間よりも、長くてもよい。これらの実施形態では、方法は、ＤＣＩを取り出すために現在
のサブフレームのＰＤＣＣＨを復号することと、取り出されたＤＣＩに少なくとも部分的
に基づいて、ＰＤＳＣＨが現在のサブフレーム内にスケジュールされているかどうかを決
定することとを、含み得る。場合によっては、ＰＤＳＣＨが現在のサブフレーム内にスケ
ジュールされていることを決定すると、アンテナ切替えは、現在のサブフレームの後に続
く１つまたは複数のサブフレームまで、遅延させられ得る。他の場合には、ＰＤＳＣＨが
現在のサブフレーム内に存在しないことを決定すると、アンテナは、現在のサブフレーム
中に切り替えられ得る。
【００１１】
　[0011]いくつかの構成では、整定時間は、ハードウェアスイッチが整定するための時間
を含み得る。
【００１２】
　[0012]いくつかの構成では、整定時間は、１つまたは複数の受信機ループが、アンテナ
切替えの後に続くチャネル状態で整定するための時間を含み得る。
【００１３】
　[0013]アンテナ切替えをトリガするための装置も記載される。いくつかの構成では、装
置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令
とを含み得る。命令は、プロセッサによって、整定時間を特定することと、特定された整
定時間に少なくとも部分的に基づいて、アンテナ切替えを遅延させることとを行うように
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実行可能であり得る。整定時間は、アンテナ切替えの後に続く整定に起因する、受信の推
定される遅延を含み得る。
【００１４】
　[0014]いくつかの実施形態では、装置は、プロセッサに動作可能に接続された少なくと
も１つのスイッチと、少なくとも１つのスイッチに動作可能に接続された少なくとも１つ
のアンテナと、少なくとも１つのスイッチに動作可能に接続された少なくとも１つの受信
チェーンと、少なくとも１つのスイッチに動作可能に接続された少なくとも１つの送信チ
ェーンとを、さらに含み得る。
【００１５】
　[0015]アンテナ切替えをトリガするための別の装置が、記載される。いくつかの構成で
は、装置は、整定時間を特定するための手段と、特定された整定時間に少なくとも部分的
に基づいて、アンテナ切替えを遅延させるための手段とを、含み得る。整定時間は、アン
テナ切替えの後に続く整定に起因する、受信の推定される遅延を含み得る。
【００１６】
　[0016]アンテナ切替えをトリガするためのコンピュータプログラム製品についても記載
される。コンピュータプログラム製品は、プロセッサによって実行可能な命令を記憶する
非一時的コンピュータ可読媒体を含み得る。命令は、プロセッサによって、整定時間を特
定することと、特定された整定時間に少なくとも部分的に基づいて、アンテナ切替えを遅
延させることとを行うように実行可能であり得る。整定時間は、アンテナ切替えの後に続
く整定に起因する、受信の推定される遅延を含み得る。
【００１７】
　[0017]説明される方法および装置の適用可能性のさらなる範囲は、以下の発明を実施す
るための形態、特許請求の範囲、および図面から明らかになろう。当業者には発明を実施
するための形態の趣旨および範囲内の様々な変更および改変が明らかになるので、発明を
実施するための形態および特定の例は、例示として与えられるものにすぎない。
【００１８】
　[0018]以下の図面を参照することにより、本発明の性質および利点のさらなる理解が得
られ得る。添付の図において、同様の構成要素または特徴は同じ参照ラベルを有し得る。
さらに、同じタイプの様々な構成要素は、参照ラベルの後に、ダッシュと、それらの同様
の構成要素同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別され得る。第１の参
照ラベルのみが明細書において使用される場合、説明は、第２の参照ラベルに関わりなく
、同じ第１の参照ラベルを有する同様の構成要素のいずれか１つに適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】[0019]ワイヤレス通信システムのブロック図。
【図２】[0020]ワイヤレス通信システムにおいて使用され得るダウンリンクフレーム構造
の一例を示す図。
【図３】[0021]様々な実施形態によるユーザ機器のブロック図。
【図４】[0022]様々な実施形態によるユーザ機器の別のブロック図。
【図５】[0023]様々な実施形態によるタイミング特定モジュールのブロック図。
【図６】[0024]様々な実施形態による別のタイミング特定モジュールのブロック図。
【図７】[0025]アンテナ切替えと関連して特定された相異なる整定時間に応じた、アンテ
ナ切替えのための様々なタイミングを示す図。
【図８】アンテナ切替えと関連して特定された相異なる整定時間に応じた、アンテナ切替
えのための様々なタイミングを示す図。
【図９】アンテナ切替えと関連して特定された相異なる整定時間に応じた、アンテナ切替
えのための様々なタイミングを示す図。
【図１０】アンテナ切替えと関連して特定された相異なる整定時間に応じた、アンテナ切
替えのための様々なタイミングを示す図。
【図１１】[0026]様々な実施形態による、多入力多出力（ＭＩＭＯ）通信システムのブロ
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ック図。
【図１２】[0027]様々な実施形態による、アンテナ切替えをトリガするための方法のフロ
ーチャート。
【図１３】[0028]様々な実施形態による、アンテナ切替えをトリガするための別の方法の
フローチャート。
【図１４】[0029]様々な実施形態による、アンテナ切替えをトリガするためのさらに別の
方法のフローチャート。
【図１５】[0030]様々な実施形態による、アンテナ切替えをトリガするための別の方法の
フローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　[0031]変化するチャネル状態に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）は、アンテナ切替えを実
行することを決定し得る。アンテナ切替えでは、ＵＥの送信チェーンおよび／または受信
チェーンに結合されたアンテナが、切り替えられ得る。たとえば、送信（Ｔｘ）チェーン
に結合されたアンテナは、ＵＥの送信品質の劣化の結果として、切り替えられ得る。しか
しながら、Ｔｘチェーンに対してアンテナが切り替えられるとき、ＵＥの受信（Ｒｘ）チ
ェーンのうちの１つまたは複数に対するアンテナ切替えを必要とし得る。たとえば、Ｔｘ
チェーンのためのアンテナとして切り替えられるアンテナは、以前はＲｘチェーンのため
のアンテナであったかもしれず、それによって、Ｒｘチェーンに対するアンテナ切替えを
必要とし得る。別の例として、ＴｘチェーンがＲｘチェーンとアンテナを共有する場合が
あり、その結果、Ｔｘチェーンに対するアンテナ切替えが、Ｒｘチェーンに対するアンテ
ナ切替えを必要とする。場合によっては、アンテナ切替えは、第１のアンテナがＴｘチェ
ーン０およびＲｘチェーン０によって共有されるとともに、第２のアンテナがＲｘチェー
ン１のみによって使用される、２つのアンテナの交換を伴い得る。これら２つのアンテナ
の交換の間、アンテナ切替えは、Ｔｘチェーン０、Ｒｘチェーン０、およびＲｘチェーン
１の各々に対して実行され得る。
【００２１】
　[0032]ＴｘチェーンまたはＲｘチェーンのためのアンテナが切り替えられるとき、アン
テナ切替えと関連した整定時間が存在し得る。例として、整定時間は、ハードウェアスイ
ッチ自体がその新しい位置に整定する遷移時間と、Ｔｘチェーンの送信機ループまたはＲ
ｘチェーンの受信機ループの各々に対する整定時間（たとえば、Ｒｘチェーンの場合には
、Ｒｘ自動利得制御（ＡＧＣ）ループ、周波数／時間修正ループ、および／またはチャネ
ル応答ループ）とを、含み得る。整定時間の間、Ｒｘチェーンは、データ損失の傾向があ
り得る。
【００２２】
　[0033]アンテナ切替えがサブフレームの境界においてトリガされるとき、ＵＥは、サブ
フレームの物理制御フォーマット指標チャネル（ＰＣＦＩＣＨ）と、物理ダウンリンク制
御チャネル（ＰＤＣＣＨ）と、物理ハイブリッドＡＲＱ指標チャネル（ＰＨＩＣＨ）とを
、復号し損なう場合がある。サブフレームのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）が失われる
ので（すなわち、それがＰＤＣＣＨ内で送信され、復号されないので）、ＵＥは、サブフ
レーム内にスケジュールされている物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を復号
できない場合がある。失われたＰＤＣＣＨが、後続のアップリンクサブフレームに対する
アップリンク許可を含んでいた場合、ＵＥは、また、許可情報を失うとともに、適切な時
間におけるアップリンク送信を起動し損なう場合がある。同様に、失われたＰＤＣＣＨが
、基地局からの確認応答を（たとえば、ＰＨＩＣＨ上に）含んでいた場合、ＵＥは、確認
応答を受信し損ない、基地局によってすでに受信されているアップリンクサブフレームを
不必要に再送信する場合がある。
【００２３】
　[0034]本明細書で説明される方法、システム、および／または装置は、ＰＣＦＩＣＨ、
ＰＨＩＣＨおよび（たとえば、ＵＥが、ＤＬ割当てとＵＬ許可情報とを受信する）ＰＤＣ
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ＣＨは、（たとえば、ＰＣＦＩＣＨ内で信号で伝えられるように）最初の１つから４つの
ＯＦＤＭシンボル内に含まれ、アンテナ切替えと関連した整定時間に少なくとも部分的に
基づいて、アンテナ切替えをいつトリガするかを決定することを認識する。可能な場合、
ＵＥは、ＰＤＣＣＨ復号の継続時間の後まで、およびその中にＰＤＳＣＨが存在しないサ
ブフレームまで、アンテナ切替えを遅延させ得る。そうでない場合、ＵＥは、ＰＤＣＣＨ
の継続時間の後までアンテナ切替えを遅延させ得、またはサブフレームの開始においてア
ンテナ切替えをトリガし得る。いずれにしても、トリガタイムは、アンテナ切替えと関連
して特定された整定時間に基づいて、動的に調整され得る。
【００２４】
　[0035]以下の説明は例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載される範囲、適用
性、または構成を限定するものではない。本開示の趣旨および範囲から逸脱することなく
、説明される要素の機能および構成において変更が行われ得る。様々な実施形態は、必要
に応じて様々な手順またはコンポーネントを省略し、置換し、または追加することができ
る。たとえば、説明される方法は、説明される順序と異なる順序で実行されてよく、様々
なステップが追加され、省略され、または組み合わせられてよい。また、いくつかの実施
形態に関して説明される特徴は、他の実施形態において組み合わせられ得る。
【００２５】
　[0036]最初に図１を参照すると、図は、ワイヤレス通信システム１００の一例を示して
いる。システム１００は、基地局（またはセル）１０５と、ユーザ機器（ＵＥ）１１５と
、コアネットワーク１３０とを含む。基地局１０５は、様々な実施形態ではコアネットワ
ーク１３０または基地局１０５の一部であり得る、基地局コントローラ（図示せず）の制
御下でＵＥ１１５と通信し得る。基地局１０５は、バックホール１３２を介してコアネッ
トワーク１３０と、制御情報および／またはユーザデータを通信することができる。実施
形態では、基地局１０５は、有線またはワイヤレスの通信リンクであり得るバックホール
リンク１３４を介して、直接的または間接的のいずれかで、互いに通信することができる
。システム１００は、複数のキャリア（異なる周波数の波形信号）上での動作をサポート
し得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャリア上で同時に被変調信号を送信すること
ができる。たとえば、各通信リンク１２５は、上記で説明した様々な無線技術に従って変
調されたマルチキャリア信号であり得る。各被変調信号は、異なるキャリア上で送られ得
るし、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッド情報、デー
タなどを搬送することができる。
【００２６】
　[0037]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介して、ＵＥ１１５とワイ
ヤレス通信することができる。基地局１０５の各々は、それぞれの地理的カバレージエリ
ア１１０に通信カバレージを提供することができる。いくつかの実施形態では、基地局１
０５は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、基本
サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅ
ＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれる
ことがある。基地局１０５のためのカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部
分のみを構成するセクタ（図示せず）に分割され得る。システム１００は、様々なタイプ
の基地局１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／またはピコ基地局
）を含む場合がある。様々な技術のための重複カバレージエリアが存在する場合がある。
【００２７】
　[0038]実施形態では、システム１００はＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークである。ＬＴ
Ｅ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、一般に、基
地局１０５の１つまたは複数を記載するために使用される場合がある。システム１００は
、異なるタイプのｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａネットワークであり得る。たとえば、各ｅＮＢ１０５は、マクロセル、ピコセル、フ
ェムトセル、および／または他のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。マクロセル
は、一般に、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、
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ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にす
ることができる。ピコセルは、一般に、比較的小さい地理的エリアをカバーすることにな
り、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能
にすることができる。フェムトセルも、一般に、比較的小さい地理的エリア（たとえば、
自宅）をカバーすることになり、無制限アクセスに加えて、フェムトセルとの関連を有す
るＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵ
Ｅなど）による限定アクセスも提供し得る。マクロセル用のｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼
ばれる場合がある。ピコセル用のｅＮＢは、ピコｅＮＢと呼ばれる場合がある。また、フ
ェムトセル用のｅＮＢは、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと呼ばれる場合がある。ｅ
ＮＢは、１つまたは複数（たとえば、２つ、３つ、４つなど）のセルをサポートすること
ができる。
【００２８】
　[0039]コアネットワーク１３０は、バックホール１３２（たとえば、Ｓ１など）を介し
てｅＮＢ１０５と通信し得る。ｅＮＢ１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３
４（たとえば、Ｘ２など）を介しておよび／またはバックホール１３２を介して（たとえ
ば、コアネットワーク１３０を通して）、直接的または間接的に、互いに通信し得る。ワ
イヤレス通信システム１００は同期動作または非同期動作をサポートすることができる。
同期動作の場合、ｅＮＢは同様のフレームタイミングを有することができ、異なるｅＮＢ
からの送信はほぼ時間的に整合することができる。非同期動作の場合、ｅＮＢは異なるフ
レームタイミングを有することができ、異なるｅＮＢからの送信は時間的に整合されない
場合がある。本明細書に記載される技法は、同期動作または非同期動作のいずれかに使用
される場合がある。
【００２９】
　[0040]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、移動局、加
入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、
モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、
モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハン
ドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの
他の適切な用語で呼ばれる場合がある。ＵＥ１１５は、携帯電話、携帯情報端末（ＰＤＡ
）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレットコ
ンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、ワイヤレスローカルループ
（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、リ
レーなどと通信することが可能であり得る。
【００３０】
　[0041]システム１００に示された通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へ
のアップリンク（ＵＬ）送信、および／または基地局１０５からＵＥ１１５へのダウンリ
ンク（ＤＬ）送信を含む場合がある。ダウンリンク送信は順方向リンク送信と呼ばれるこ
ともあり、一方、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。
【００３１】
　[0042]システム１００のいくつかの実施形態では、ＵＥ１１５は、その送信が劣化した
ことを決定するとともにアンテナ切替えを起動し得る。たとえば、ＵＥ１１５は、送信ア
ンテナの切替えを電子的に起動し得る。しかしながら、このことは、受信アンテナの切替
え（たとえば、送信アンテナの受信アンテナとの交換、および／または送信アンテナを共
有する受信チェーンに対するアンテナの切替えを必要とする。アンテナ切替えは、ＵＥの
受信チェーンのうちの１つまたは複数に結合された復調器によって見られる、受信された
信号のレベルまたは強さの突然の変化という結果になり得、その突然の変化は、整定時間
の後のデータ損失という結果になり得る。データ損失は、ＵＥが、整定時間中に受信され
たデータを適切に復号できないことに由来し得る。アンテナ切替えと関連して特定された
整定時間に少なくとも部分的に基づいて、アンテナ切替えのタイミングを動的に調整する
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ことによって、このデータ損失を軽減または回避する方法、システム、および／または装
置が、本明細書で説明される。
【００３２】
　[0043]図２は、図１を参照しながら説明したワイヤレス通信システム１００を含む、ワ
イヤレス通信システムにおいて使用され得るダウンリンクフレーム構造２００の例を示す
図である。例として、フレーム構造２００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａまたは類似のシステム
において使用され得る。フレーム２０５（１０ｍｓ）は、１０個の等しいサイズのサブフ
レーム（たとえば、サブフレーム２１０－０など）に分割され得る。各サブフレームは、
２つの連続するタイムスロットを含み得る。ＯＦＤＭＡコンポーネントキャリア２２５は
、２つのタイムスロットを表すリソースグリッドとして示され得る。リソースグリッドは
、多数のリソース要素２３５に分割され得る。
【００３３】
　[0044]ＬＴＥ／ＬＴＥ－ａでは、リソースブロック２４０は、周波数領域内に１２個の
連続サブキャリアを含み得、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイクリックプレフィック
スについて、時間領域内に７個の連続ＯＦＤＭシンボル、または８４個のリソース要素を
含み得る。リソース要素のうちのいくつか、明示されたＲ（たとえば、２３５）は、ＤＬ
基準信号（ＤＬ－ＲＳ）を含み得る。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）
セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specifi
c RS）とを含み得る。ＵＥ－ＲＳは、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）２２
０がマッピングされるリソースブロック上のみで送信され得る。各リソース要素によって
搬送されるビット数は変調方式に依存し得る。したがって、ＵＥが受信するリソースブロ
ックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高くなり得る。
【００３４】
　[0045]図２に示されているように、ＰＤＣＣＨ２１５は、概して、ＰＤＳＣＨ２２０と
時分割多重化され、概して、各サブフレーム２１０の最初の領域内のコンポーネントキャ
リア２２５の帯域幅全体内に完全に分散される。図２に示す例では、ＰＤＣＣＨ２１５は
、サブフレーム２１０の最初の３つのシンボルを占める。ＰＤＣＣＨ２１５は、サブフレ
ーム２１０のためのコンポーネントキャリア帯域幅および制御情報の量に基づいて適切で
あるような、より多数またはより少数のシンボルを有してもよい。ＰＨＩＣＨおよび／ま
たはＰＣＦＩＣＨチャネルは、ＰＤＣＣＨ２１５の最初のシンボル（図示せず）内に見ら
れ得る。
【００３５】
　[0046]ＰＤＣＣＨは、制御チャネル要素（ＣＣＥ）内のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ
）を搬送する。ＤＣＩは、ダウンリンクスケジューリング割当て、アップリンクリソース
許可、送信方式、アップリンク電力制御、ハイブリッド自動返送再送要求（ＨＡＲＱ）情
報、変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）および他の情報に関する情報を含む。ＤＣＩ
は、ＵＥ固有（専用）またはセル固有（共通）とすることができ、ＤＣＩのフォーマット
に応じてＰＤＣＣＨ内の異なる専用および共通探索空間に配置され得る。ＵＥは、ＤＣＩ
が検出されるまで探索空間中で複数の復号試みが実行される、ブラインド復号として知ら
れるプロセスを実行することによってＤＣＩを復号しようと試みる。
【００３６】
　[0047]ＤＣＩメッセージのサイズは、ＤＣＩによって搬送される情報のタイプおよび量
に応じて異なることができる。たとえば、空間多重化がサポートされる場合、ＤＣＩメッ
セージのサイズは、連続周波数割振りが行われるシナリオに比較してより大きくなる。同
様に、ＭＩＭＯを採用するシステムの場合、ＤＣＩは、ＭＩＭＯを利用しないシステムに
は不要である追加のシグナリング情報を含まなくてはならない。したがって、ＤＣＩは、
異なる構成に適した異なるフォーマットにカテゴリー化されている。ＤＣＩフォーマット
のサイズは、ＤＣＩメッセージ内で搬送される情報の量だけでなく、送信帯域幅、アンテ
ナポートの数、ＴＤＤまたはＦＤＤ動作モードなどの他のファクタにも依存する。
【００３７】
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　[0048]いくつかのシステムでは、ＤＣＩメッセージに、誤り検出のためへの巡回冗長検
査（ＣＲＣ）ビットも付加されることに留意されたい。次いで、コーディングされたＤＣ
Ｉビットは、ＤＣＩフォーマットに従って制御チャネル要素（ＣＣＥ）にマッピングされ
る。ＰＤＣＣＨは、複数のユーザ機器に関連するＤＣＩメッセージを搬送することができ
る。したがって、特定のユーザ機器は、その特定のユーザ機器に向けられているＤＣＩメ
ッセージを認識することが可能でなければならない。そのために、ユーザ機器に、そのユ
ーザ機器に関連するＤＣＩの検出を可能にするある識別子（たとえば、セル無線ネットワ
ーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ：cell radio network temporary identifier））が割り
当てられる。シグナリングオーバーヘッドを低減するために、各ＤＣＩペイロードにアタ
ッチされたＣＲＣビットは、特定のユーザ機器に関連する識別子（たとえば、Ｃ－ＲＮＴ
Ｉ）および／またはユーザ機器のグループに関連する識別子を用いてスクランブル（たと
えば、マスキング）される。「ブラインド復号」として知られている動作では、ユーザ機
器は、その一意の識別子を使用して潜在的なＤＣＩメッセージすべてをデスクランブル（
またはデマスキング（de-mask））し、ＤＣＩペイロード上でＣＲＣチェックを実行する
ことができる。ＣＲＣチェックがパスした場合、制御チャネルのコンテンツはユーザ機器
に対して有効であると宣言され、次いで、そのユーザ機器は、ＤＣＩを処理することがで
きる。
【００３８】
　[0049]Ｒｘチェーンに対するアンテナ切替えがサブフレーム２１０－０のようなサブフ
レーム境界においてトリガされる場合、ＵＥは、サブフレームのＰＣＦＩＣＨと、ＰＤＣ
ＣＨと、（ＰＨＩＣＨ）とを、復号し損なう場合がある。サブフレームのＤＣＩは、また
、それがＰＤＣＣＨ内で送信されるので、失われる場合がある。その結果、ＵＥは、サブ
フレーム２１０－０内にスケジュールされているＰＤＳＣＨを復号できない場合がある。
失われたＰＤＣＣＨが後続のアップリンクサブフレームに対するアップリンク許可を含ん
でいた場合、ＵＥは、また、許可情報を失うとともに、適切な時間におけるアップリンク
送信を起動し損なう場合がある。同様に、失われたＰＤＣＣＨが基地局からの確認応答を
（たとえば、ＰＨＩＣＨ上に）を含んでいた場合、ＵＥは、確認応答を受信し損ない、基
地局によってすでに受信されているアップリンクサブフレームを不必要に再送信する場合
がある。
【００３９】
　[0050]一実施形態では、ＵＥは、アンテナ切替えと関連した整定時間に少なくとも部分
的に基づいて、Ｒｘチェーンに作用するアンテナ切替えをいつトリガするかを決定し得る
。可能な場合、ＵＥは、ＰＤＣＣＨ復号の継続時間の後まで、およびその中にＰＤＳＣＨ
が存在しないサブフレームまで、アンテナ切替えを遅延させ得る。そうでない場合、ＵＥ
は、ＰＤＣＣＨの継続時間の後までアンテナ切替えを遅延させ得、またはサブフレームの
開始においてアンテナ切替えをトリガし得る。
【００４０】
　[0051]ＵＥにおける電力消費およびオーバーヘッドを低減するために、制御チャネル要
素（ＣＣＥ）ロケーションの限定されたセットが指定され得、ここにおいて、ＣＣＥロケ
ーションのセットは、特定のＵＥに関連付けられたＤＣＩペイロードが配置され得るロケ
ーションを含む。たとえば、ＣＣＥは、９つの論理的に連続するリソース要素グループ（
ＲＥＧ：resource element group）からなり、各ＲＥＧは４つのリソース要素（ＲＥ）を
含み得る。各ＲＥは、１つの周波数時間単位である。ＣＣＥは、ＤＣＩフォーマットとシ
ステム帯域幅とに応じて異なるレベル（たとえば、１、２、４および８）でアグリゲート
され得る。ユーザ機器がその対応するＤＣＩメッセージを見つけることができるＣＣＥロ
ケーションのセットは、探索空間と見なされる。探索空間は、共通ＣＣＥ領域または探索
空間と、ＵＥ固有（専用）ＣＣＥ領域または探索空間との２つの領域に区分され得る。共
通ＣＣＥ領域は、ｅノードＢによってサービスされるすべてのＵＥによって監視され、ペ
ージング情報、システム情報、ランダムアクセス手順などの情報を含むことができる。Ｕ
Ｅ固有ＣＣＥ領域は、ユーザ固有の制御情報を含み、ユーザ機器ごとに個別に構成される
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。ＣＣＥは連続的に番号付けされ、共通探索空間およびＵＥ固有探索空間は、重複するＣ
ＣＥにわたり得る。共通探索空間は常にＣＣＥ０から開始するが、ＵＥ固有探索空間は、
ＵＥ　ＩＤ（たとえば、Ｃ－ＲＮＴＩ）、サブフレームインデックス、ＣＣＥアグリゲー
ションレベルおよび他のランダムシードに依存する開始ＣＣＥインデックスを有する。
【００４１】
　[0052]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａでは、ダウンリンク制御情報のための肯定応答／否定応答（
ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）は、ＰＵＣＣＨを使用したハイブリッドＡＲＱ確認応答（ＨＡＲＱ－
ＡＣＫ）によって実行される。ＨＡＲＱ－ＡＣＫのためのＰＵＣＣＨリソースは、対応す
るＤＣＩ割当ての送信のために使用される最初のＣＣＥの数（すなわち、ＰＤＣＣＨを構
成するために使用される最も低いＣＣＥインデックス）、およびより高いレイヤによって
構成された他の情報（たとえば、ＰＵＣＣＨオフセットなど）に基づいて決定され得る。
ＦＤＤ動作の場合、ＰＤＳＣＨ上の検出された制御情報のためのＨＡＲＱ－ＡＣＫが、Ｐ
ＤＳＣＨサブフレームに基づいて決定されたＰＵＣＣＨサブフレーム中で報告され得る（
たとえば、ｎ－４など）。ＴＤＤ動作の場合、検出された制御情報のためのＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫが、ＴＤＤ関連付けセットＭに依存するＰＵＣＣＨサブフレーム中で報告され得る。
【００４２】
　[0053]データを送信するために送信ダイバーシティが使用されるとき、複数のチャネル
を介して同じデータの複数のバージョンが送信され得る。チャネルの各々は、時間領域（
たとえば、タイムスロット）、周波数領域（たとえば、サブキャリア）、コーディング領
域（たとえば、ＣＤＭＡコーディング）、またはアンテナ／方向（たとえば、異なるアン
テナポート）における１つまたは複数のパーティションに従って定義され得る。したがっ
て、図２の例示的なフレーム構造２００を使用して、異なるリソース要素を使用してデー
タの異なるバージョンを送信することによって送信ダイバーシティが達成され得る。ただ
し、同じリソース要素および異なるコーディング、アンテナ、または方向を使用してデー
タの異なるバージョンを送信することによっても送信ダイバーシティが達成され得る。し
たがって、フレーム中のいくつかのリソース要素に対応する干渉信号を受信するＵＥまた
は基地局は、同じ干渉信号の異なるバージョンのための他のリソース要素を監視し得る。
ＵＥまたは基地局はさらに、干渉信号の異なるバージョンのための、他のコード化または
指向性チャネルに関して同じまたは異なるリソース要素を監視し得る。ＵＥまたは基地局
が、干渉信号に関して送信ダイバーシティが使用されると決定した場合、ＵＥまたは基地
局は、干渉信号を推定および消去するために干渉信号の受信バージョンのうちの２つ以上
を組み合わせ得る。
【００４３】
　[0054]次に図３を参照すると、ブロック図３００が様々な実施形態によるＵＥ１１５－
ａを例示している。ＵＥ１１５－ａは、図１を参照しながら説明したＵＥ１１５のＵＥの
１つまたは複数の態様の一例であり得る。ＵＥ１１５－ａはプロセッサでもあり得る。Ｕ
Ｅ１１５－ａは、タイミング特定モジュール３０５、スイッチコントローラ３１０、スイ
ッチ３１５、複数のアンテナ３２０－ａ－１～３２０－ａ－ｎ、少なくとも１つの受信（
Ｒｘ）チェーン３２５、および／または少なくとも１つの送信（Ｔｘ）チェーン３３０を
含み得る。これらの構成要素の各々は互いに通信し得る。
【００４４】
　[0055]ＵＥ１１５－ａの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可
能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複
数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実施され
る場合がある。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムさ
れ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）
が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の
汎用または特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされた、メモ
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リ中に記憶された命令を用いて実装され得る。
【００４５】
　[0056]スイッチ３１５は、アンテナ３２０－ａ－１～３２０－ａ－ｎのそれぞれの１つ
を、Ｒｘチェーン３２５などの各Ｒｘチェーンに結合させ得る。スイッチ３１５は、また
、アンテナ３２０－ａ－１～３２０－ａ－ｎのそれぞれ１つを、Ｔｘチェーン３３０など
の各Ｔｘチェーンに結合させ得る。場合によっては、単一のアンテナ３２０は、Ｒｘチェ
ーンとＴｘチェーンの両方によって共有され得る。時間において、ＵＥ１１５－ａ、およ
び／またはＵＥ１１５－ａがともに通信する基地局１０５は、アンテナ切替えを起動し得
る。たとえば、ＵＥ１１５－ａは、その送信が基地局１０５によって受信されていないこ
と、または送信チャネルに対するチャネル品質指標が劣悪であることを、決定し得る。そ
のような決定を行うと、ＵＥ１１５－ａは、送信性能を改善しようとして、Ｔｘチェーン
３３０に結合されているアンテナを切り替え得る。しかしながら、Ｔｘチェーン３３０に
結合されているアンテナを切り替えるには、Ｒｘチェーン３２５に結合されているアンテ
ナの切替え（たとえば、アンテナの交換）が必要である。
【００４６】
　[0057]Ｒｘチェーン３２５に対するアンテナ切替えの後に続いて、受信された信号が適
切に復号されずＵＥ１１５－ａに向けられているデータのうちのいくつかが失われる時間
期間が存在し得る。この期間は、スイッチがその新しい位置に整定し、Ｒｘチェーン３２
５の様々な受信機ループ（たとえば、Ｒｘ自動利得制御（ＡＧＣ）、周波数／時間修正、
および／またはチャネル応答）が新しいチャネル状態に整定する、「整定時間」の結果で
あり得る。過去には、アンテナ切替えは、通常、サブフレームの先頭において実施されて
きた。しかしながら、図２を参照しながら説明したように、サブフレームの先頭は重要な
データを含み得、このデータは、失われた場合、ＵＥ１１５－ａがそのサブフレーム内お
よび／または他のサブフレーム内で後で受信されるデータを復号できなくする場合がある
。サブフレームの先頭におけるデータの損失は、また、基地局１０５がすでに受信したデ
ータをＵＥ１１５－ａに再送信させる場合があり（たとえば、ＵＥ１１５－ａが、基地局
からの確認応答を受信および復号し損なうので）、または許可されたときにデータを送信
し損なう場合がある（たとえば、ＵＥ１１５－ａが、基地局１０５によって提供されるア
ップリンク許可を受信および復号し損なうので）。アンテナ切替えの整定時間中のデータ
損失から生じる問題を軽減するために、タイミング特定モジュール３０５は、整定時間を
特定することであり得、その整定時間は、アンテナ切替えの後に続く整定に起因する、受
信の推定される遅延を含み得る。特定された整定時間に少なくとも部分的に基づいて、タ
イミング特定モジュール３０５は、次いで、アンテナ切替えをトリガするための時間（す
なわち、「トリガタイム」）を決定し得る。トリガタイムは、場合によっては、サブフレ
ームの先頭、またはサブフレームの受信中のいくつかの時点、または後続のサブフレーム
の先頭もしくはいくつかの中間時点であり得る。
【００４７】
　[0058]タイミング特定モジュール３０５によって決定されたトリガタイムは、スイッチ
コントローラ３１０をプログラムするために、命令または信号として提供され得る。スイ
ッチコントローラ３１０は、次いで、アンテナ切替えを起動するための適切な時間におい
て、スイッチ３１５を操作し得る。
【００４８】
　[0059]図４を参照すると、ブロック図４００は、ＵＥ１１５－ｂを示す。ＵＥ１１５－
ｂは、図１および／または図３を参照しながら説明したＵＥ１１５のＵＥの１つまたは複
数の態様の一例であり得る。ＵＥ１１５－ｂは、プロセッサでもあり得る。ＵＥ１１５－
ｂは、タイミング特定モジュール３０５、スイッチコントローラ３１０、スイッチ３１５
、複数のアンテナ３２０－ｂ－１、３２０－ｂ－２、複数のＲｘチェーン３２５－ａ、３
２５－ｂ、Ｔｘチェーン３３０、復調器４３０、および／または変調器４３５を含み得る
。これらのコンポーネントの各々は、互いに、直接または間接的に通信していてよい。
【００４９】
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　[0060]ＵＥ１１５－ｂの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可
能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集
積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る。代替として、それらの機能は、１つまたは複
数の他の処理ユニット（またはコア）によって、１つまたは複数の集積回路上で実施され
る場合がある。他の実施形態では、当技術分野で知られている任意の方法でプログラムさ
れ得る他のタイプの集積回路（たとえば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ
、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、および他のセミカスタムＩＣ）
が使用され得る。各ユニットの機能はまた、全体的または部分的に、１つまたは複数の汎
用プロセッサまたは特定用途向けプロセッサによって実行されるようにフォーマットされ
た、メモリに組み込まれた命令によって実装され得る。
【００５０】
　[0061]タイミング特定モジュール３０５、スイッチコントローラ３１０、スイッチ３１
５、複数のアンテナ３２０－ｂ－１、３２０－ｂ－２、Ｒｘチェーン３２５、およびＴｘ
チェーン３３０の各々は、図３を参照しながら説明された同様に番号が付けられた構成要
素の１つまたは複数の態様の一例であり得る。復調器４３０は、各Ｒｘチェーン３２５－
ａ、３２５－ｂの出力を受信および復調し得、さらなる処理のために、復調された信号を
ＵＥ１１５－ｂに供給し得る。変調器４３５は、ＵＥ１１５－ｂから送信されるべきデー
タを変調し得、変調されたデータをＴｘチェーン３３０の入力に供給し得る。
【００５１】
　[0062]図示のように、Ｒｘチェーン０　３２５－ａは、自動利得制御（ＡＧＣ）モジュ
ール４１５－ａ－１、周波数および時間（周波数／時間）修正モジュール４２０－ａ－１
、および／またはチャネル応答モジュール４２５－ａ－１を含み得る。アンテナ切替え、
または信号の挙動の変化を知らせる他の事象に応答して、ＡＧＣモジュール４１５－ａ－
１は、自動的に、Ｒｘチェーン０　３２５－ａにとって適切な利得を決定するとともに、
それに従って利得を調整し得る。同様に、周波数／時間修正モジュール４２０－ａ－１お
よびチャネル応答モジュール４２５－ａ－１は、Ｒｘチェーン０　３２５－ａにとって適
切なパラメータを決定するとともに、それに従ってそれらのパラメータを調整し得る。
【００５２】
　[0063]Ｒｘチェーン１　３２５－ｂは、それ自体のＡＧＣモジュール４１５－ａ－２、
周波数／時間修正モジュール４２０－ａ－２、および／またはチャネル応答モジュール４
２５－ａ－２を含み得、それらの各々は、Ｒｘチェーン０　３２５－ａ内のその対応する
構成要素と同様に機能し得る。
【００５３】
　[0064]動作中、アンテナ０　３２０－ｂ－１は、最初にＲｘチェーン０　３２５－ａに
結合され得、アンテナ１　３２０－ｂ－２は、Ｒｘチェーン１　３２５－ｂおよびＴｘチ
ェーン３３０に結合され得る（すなわち、アンテナ１　３２０－ｂ－２は、Ｒｘチェーン
１　３２５－ｂおよびＴｘチェーン３３０によって共有される）。しかしながら、時間内
のいくつかの時点において、ＵＥ１１５－ｂ、および／またはＵＥ１１５－ｂがともに通
信する基地局１０５は、アンテナ切替えを起動し得る。たとえば、ＵＥ１１５－ｂは、そ
の送信が基地局１０５によって受信されていないこと、または送信チャネルに対するチャ
ネル品質指標が劣悪であることを、決定し得る。そのような決定を行うと、ＵＥ１１５－
ｂは、たとえば、アンテナ０　３２０－ｂ－１と、アンテナ１　３２０－ｂ－２とを、切
り替え得る。このようにして、アンテナ０　３２０－ｂ－１は、Ｒｘチェーン０　３２５
－ａによる使用に関して運用を外され、Ｒｘチェーン１　３２５－ｂおよびＴｘチェーン
３３０による使用のために任命される。同様に、アンテナ１　３２０－ｂ－２は、Ｒｘチ
ェーン１　３２５－ｂおよびＴｘチェーン３３０による使用に関して運用を外され、Ｒｘ
チェーン０　３２５－ａによる使用のために任命される。
【００５４】
　[0065]Ｒｘチェーン３２５－ａ、３２５－ｂの各々に対するアンテナ切替えの後に続い
て、受信された信号が適切に復号されずＵＥ１１５－ｂに向けられているいくつかのデー
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タが失われる時間期間が存在し得る。図３を参照しながら述べたように、この期間は、ス
イッチがその新しい位置に整定し、Ｒｘチェーン３２５－ａ、３２５－ｂの様々な受信機
ループ（たとえば、Ｒｘ　ＡＧＣ、周波数／時間修正、および／またはチャネル応答）が
、それらの新しいチャネル状態に整定する、「整定時間」の結果であり得る。アンテナ切
替えの整定時間中のデータ損失から生じる問題を軽減するために、タイミング特定モジュ
ール３０５は、各Ｒｘチェーン３２５－ａ、３２５－ｂに対する整定時間を特定し得、そ
れらの各整定時間は、アンテナ切替えの後に続く整定に起因する、受信の推定される遅延
を含み得る。特定された整定時間に少なくとも部分的に基づいて、タイミング特定モジュ
ール３０５は、アンテナ切替えをトリガするための時間（すなわち、「トリガタイム」）
を決定し得る。トリガタイムは、場合によっては、サブフレームの先頭、サブフレームの
受信中のいくつかの中間時点、または後続のサブフレームの先頭もしくはいくつかの中間
時点であり得る。
【００５５】
　[0066]タイミング特定モジュール３０５によって決定されたトリガタイムは、スイッチ
コントローラ３１０をプログラムするために、命令または信号として提供され得る。スイ
ッチコントローラ３１０は、次いで、アンテナ切替えを起動するための適切な時間におい
て、スイッチ３１５を操作し得る。
【００５６】
　[0067]次に図５を参照すると、ブロック図５００は、様々な実施形態によるタイミング
特定モジュール３０５－ａの一例を示す。タイミング特定モジュール３０５－ａは、図３
および／または図４を参照しながら説明したタイミング特定モジュール３０５の１つまた
は複数の態様の一例であり得る。タイミング特定モジュール３０５－ａは、整定時間特定
モジュール５０５と、トリガタイム決定モジュール５２０とを含み得る。これらの構成要
素の各々は、互いに通信し得る。
【００５７】
　[0068]整定時間特定モジュール５０５は、所望のアンテナ切替えに対応する整定時間を
特定し得る。整定時間は、たとえば、所望のアンテナ切替えの後に続く整定に起因する、
受信の推定される遅延（たとえば、前に図４を参照しながら説明したような、復調器４３
０がＲｘチェーン３２５の出力を正しく復号できる前の遅延）を含み得る。場合によって
は、受信の遅延は、ハードウェアスイッチ整定推定サブモジュール５１０と受信機ループ
整定推定サブモジュール５１５のうちの一方または両方を使用して、推定され得る。ハー
ドウェアスイッチ整定推定サブモジュール５１０は、ハードウェアスイッチが、遷移の後
に続いて整定するための時間（たとえば、図３および／または図４を参照しながら説明し
たスイッチ３１５に含まれるスイッチのうちの１つが、遷移の後に続いて整定するための
時間）を推定し得る。しばしば、スイッチを突然閉じることは、もしあれば、スイッチを
通じて伝搬する、信号の求められていない発振を与える。これらの求められていない発振
が信号を復号することに干渉する時間は、ハードウェアスイッチに起因する整定時間とし
て分類され得る。
【００５８】
　[0069]受信機ループ整定推定サブモジュール５１５は、様々な受信機ループが、アンテ
ナ切替えの後に続いて整定するための時間を推定し得る。受信機ループは、たとえば、図
４を参照しながら説明したＡＧＣモジュール４１５－ａ－１、周波数／時間修正モジュー
ル４２０－ａ－１、および／またはチャネル応答モジュール４２５－ａ－１によって、少
なくとも部分的に規定されるループのうちの１つまたは複数を含み得る。これらの受信機
ループが受信チェーン（たとえば、Ｒｘチェーン０　３２５－ａ）の状態の変化に順応し
ている時間は、受信機ループに起因する整定時間として分類され得る。
【００５９】
　[0070]場合によっては、受信の遅延は、それ自体、整定時間であり得る。他の場合には
、受信の遅延は、たとえば、受信の遅延を１つまたは複数の他の遅延と一緒にすること、
受信の遅延を所定の緩衝物によって増大させること、または整定時間を捜すためのインデ
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ックスとして受信の遅延を使用することによって、整定時間を特定するために使用され得
る。
【００６０】
　[0071]整定時間特定モジュール５０５は、場合によっては、ハードウェアスイッチの遷
移に起因する整定時間と、１つまたは複数の受信機ループの整定の、一方または両方に基
づいて、整定時間を特定し得る。特定された整定時間は、次いで、トリガタイム決定モジ
ュール５２０に提供され得る。
【００６１】
　[0072]トリガタイム決定モジュール５２０は、所望のアンテナ切替えをトリガするため
の時間（すなわち、「トリガタイム」）を決定し得る。トリガタイムの決定は、特定され
た整定時間に少なくとも部分的に基づき得る。トリガタイムは、場合によっては、サブフ
レームの先頭、またはサブフレームの受信中のいくつかの時点、または後続のサブフレー
ムの先頭もしくはいくつかの中間時点であり得る。
【００６２】
　[0073]次に図６を参照すると、ブロック図６００は、様々な実施形態によるタイミング
特定モジュール３０５－ｂの一例を示す。タイミング特定モジュール３０５－ｂは、図３
、図４、および／または図５を参照しながら説明したタイミング特定モジュール３０５の
１つまたは複数の態様の例であり得る。タイミング特定モジュール３０５－ｂは、整定時
間特定モジュール５０５－ａと、トリガタイム決定モジュール５２０－ａとを、含み得る
。これらの構成要素の各々は、互いに通信し得る。
【００６３】
　[0074]整定時間特定モジュール５０５－ａは、場合によっては、図５を参照しながら説
明したように構成され得る。
【００６４】
　[0075]トリガタイム決定モジュール５２０－ａは、ＰＤＣＣＨ継続時間特定サブモジュ
ール６０５、ＰＤＣＣＨ復号継続時間特定サブモジュール６１０、サブフレーム継続時間
特定サブモジュール６１５、および／またはＰＤＳＣＨ特定サブモジュール６２０を、含
み得る。ＰＤＣＣＨ継続時間特定サブモジュール６０５は、ＵＥ１１５によって受信され
ている現在のサブフレームのＰＤＣＣＨ部分の継続時間（たとえば、サブフレームがＵＥ
１１５によって受信されるのを開始する時間から、ＰＤＣＣＨがＵＥ１１５によって完全
に受信される時間までにわたる継続時間）を特定し得る。ＰＤＣＣＨ復号継続時間特定サ
ブモジュール６１０は、現在のサブフレームに対するＰＤＣＣＨ復号の継続時間（たとえ
ば、サブフレームがＵＥ１１５によって受信されるのを開始する時間から、ＰＤＣＣＨが
ＵＥ１１５によって完全に復号される時間までにわたる継続時間、またはサブフレームが
ＵＥ１１５によって受信されるのを開始する時間から、ＰＤＣＣＨに含まれるある種の情
報がＵＥ１１５によって復号される時間までにわたる継続時間）を特定し得る。サブフレ
ーム継続時間特定サブモジュール６１５は、現在のサブフレームの継続時間（たとえば、
「サブフレーム継続時間」、すなわちサブフレームがＵＥ１１５によって受信されるのを
開始する時間から、サブフレームがＵＥ１１５によって完全に受信される時間までにわた
る継続時間）を特定し得る。サブフレーム継続時間特定サブモジュール６１５は、また、
ＰＤＣＣＨ継続時間特定サブモジュール６０５によって特定された継続時間を受信すると
ともに、現在のサブフレームのＰＤＣＣＨの継続時間の後の現在のサブフレームの残り時
間（すなわち、「ＰＤＣＣＨの受信の後に残っている時間」）を決定し得る。サブフレー
ム継続時間特定サブモジュール６１５は、ＰＤＣＣＨ復号継続時間特定サブモジュール６
１０によって特定された継続時間をさらに受信するとともに、現在のサブフレームのＰＤ
ＣＣＨを復号した後の現在のサブフレームの残り時間（すなわち、「ＰＤＣＣＨ復号の後
に残っている時間」）を決定し得る。場合によっては、サブモジュール６０５、６１０、
および６１５のうちの１つまたは複数は、所定の推定される継続時間に基づいて、継続時
間を特定し得る。他の場合には、サブモジュール６０５、６１０、および６１５のうちの
１つまたは複数は、受信されたシグナリングデータに基づいて継続時間を特定し得る。
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【００６５】
　[0076]ＰＤＳＣＨ特定サブモジュール６２０は、現在のサブフレームの復号されたＰＤ
ＣＣＨのダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）から、ＰＤＳＣＨが現在のサブフレームに対し
てスケジュールされているかどうかを決定し得る。
【００６６】
　[0077]トリガタイム決定モジュール５２０－ａは、所望のアンテナ切替えをトリガする
ための時間（すなわち、「トリガタイム」）を決定するために、サブモジュール６０５、
６１０、および６１５によって決定された様々な時間または継続時間と、サブモジュール
６２０によって提供された、スケジュールされているＰＤＳＣＨの特定（または、それが
ないこと）とを、使用し得る。トリガタイム決定モジュール５２０－ａが、サブモジュー
ル６０５、６１０、６１５、および６２０の出力に基づいて、どのようにトリガタイムを
選択し得るかを示す例を、図７、図８、図９、および図１０に示す。
【００６７】
　[0078]次に図７を参照すると、いくつかの時間および継続時間は、現在のサブフレーム
７５０の受信に対して特定される。サブフレーム７５０は、ＰＤＣＣＨ部分とＰＤＳＣＨ
部分とを含み、図１、図３、および／または図４を参照しながら説明したＵＥ１１５のう
ちの１つなどのデバイスによって受信され得る。
【００６８】
　[0079]サブフレーム７５０のＵＥ１１５による受信は、時間７０５で始まり、時間７１
０で終わる。時間７０５および７１０は、図６を参照しながら説明したサブフレーム継続
時間特定サブモジュール６１５によって決定され得るように、サブフレーム継続時間７１
５を規定する。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａサブフレームの場合では、サブフレーム継続時間７１
５は、１ミリ秒（１ｍｓ）に規格化され得る。
【００６９】
　[0080]ＵＥ１１５がサブフレーム７５０のＰＤＣＣＨ部分を受信するためにかかる時間
は、ＰＤＣＣＨ継続時間特定サブモジュール６０５によって特定され得、図７ではＰＤＣ
ＣＨ継続時間７２０としてラベルが付けられている。ＵＥ１１５がサブフレーム７５０の
ＰＤＣＣＨ部分を復号するために（たとえば、サブフレーム７５０の開始に対して）かか
る時間は、ＰＤＣＣＨ復号継続時間特定サブモジュール６１０によって特定され得、図７
ではＰＤＣＣＨ復号継続時間７２５としてラベルが付けられている。サブフレーム７５０
のＰＤＣＣＨ部分の受信の後に残っているサブフレームの時間は、サブフレーム継続時間
特定サブモジュール６１５によって決定され得、図７ではＰＤＣＣＨ継続時間の後のサブ
フレームの残り時間７３０としてラベルが付けられている。ＰＤＣＣＨがＵＥ１１５によ
って復号された後に残っているサブフレームの時間は、サブフレーム継続時間特定サブモ
ジュール６１５によって決定され得、図７ではＰＤＣＣＨ復号継続時間の後のサブフレー
ムの残り時間７３５としてラベルが付けられている。
【００７０】
　[0081]所望のアンテナ切替えの推定される整定時間７４０に基づいて、アンテナ切替え
のためのトリガタイム７４５は、整定時間７４０を、サブフレーム継続時間７１５、ＰＤ
ＣＣＨ継続時間の後のサブフレームの残り時間７３０、およびＰＤＣＣＨ復号継続時間の
後のサブフレームの残り時間７３５のうちの、１つまたは複数と最初に比較することによ
って、決定され得る。整定時間７４０は、３つの継続時間のうちの最も短いもの、すなわ
ち、ＰＤＣＣＨ復号継続時間の後のサブフレームの残り時間７３５と、最初に比較され得
る。図７に示す例では、整定時間７４０は、ＰＤＣＣＨ復号継続時間の後のサブフレーム
の残り時間７３５よりも短く、したがって、さらなる比較がなされる必要はない。しかし
ながら、トリガタイムが決定される前に、トリガタイム決定モジュール５２０－ａは、ダ
ウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を取り出すために、現在のサブフレーム７５０のＰＤＣＣ
Ｈが復号されるのを待ってもよい。トリガタイム決定モジュール５２０－ａは、次いで、
ＤＣＩに少なくとも部分的に基づいて、ＰＤＳＣＨが現在のサブフレーム７５０内にスケ
ジュールされているかどうかを決定し得る。ＰＤＳＣＨが現在のサブフレーム内に存在し
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ないことを決定すると、アンテナ切替えのためのトリガタイム７４５は、ＰＤＣＣＨ復号
継続時間７２５の後に続くように設定され得る。しかしながら、ＰＤＳＣＨが現在のサブ
フレーム７５０内にスケジュールされていることを決定すると、アンテナ切替えをトリガ
することは、現在のサブフレーム７５０の後に続くいくつかのサブフレームのうちの１つ
まで、遅延させられ得る。たとえば、一実施形態では、カウンタは、サブフレームの何ら
かの個数Ｎ（たとえば、Ｎ＝４）に設定され得る。ＰＤＳＣＨが現在のサブフレームＮ内
にスケジュールされていることを決定した後、Ｎは、１だけ減らされてもよく（たとえば
、Ｎ＝Ｎ－１）、アンテナ切替えのためのトリガタイム７４５は、次のサブフレームまで
遅延させられ得る。Ｎが０に到達し（たとえば、Ｎ＝０）、スケジュールされているＰＤ
ＳＣＨを伴わないサブフレームが依然として見つけられるべき場合、トリガタイム７４５
は、Ｎ＝０のときに受信されるサブフレームのＰＤＣＣＨ復号継続時間の後に続くように
設定され得る。このことは、１つのＰＤＳＣＨ部分の損失という結果になり得るが、サブ
フレームのＰＤＣＣＨ部分に含まれる任意のアップリンク許可は、今もなお復号され得る
。
【００７１】
　[0082]次に図８を参照すると、いくつかの時間および継続時間は、現在のサブフレーム
８５０の受信に対して特定される。サブフレーム８５０は、ＰＤＣＣＨ部分とＰＤＳＣＨ
部分とを含み、図１、図３、および／または図４を参照しながら説明したＵＥ１１５のう
ちの１つなどのデバイスによって受信され得る。
【００７２】
　[0083]サブフレームのＵＥ１１５による受信は、時間８０５で始まり、時間８１０で終
わる。時間８０５および８１０は、図６を参照しながら説明したサブフレーム継続時間特
定サブモジュール６１５によって決定され得るように、サブフレーム継続時間８１５を規
定する。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａサブフレームの場合では、サブフレーム継続時間８１５は、
１ミリ秒（１ｍｓ）に規格化され得る。
【００７３】
　[0084]ＵＥ１１５がサブフレーム８５０のＰＤＣＣＨ部分を受信するためにかかる時間
は、ＰＤＣＣＨ継続時間特定サブモジュール６０５によって特定され得、図８ではＰＤＣ
ＣＨ継続時間８２０としてラベルが付けられている。ＵＥ１１５がサブフレーム８５０の
ＰＤＣＣＨ部分を復号するために（たとえば、サブフレーム８５０の開始に対して）かか
る時間は、ＰＤＣＣＨ復号継続時間特定サブモジュール６１０によって特定され得、図８
ではＰＤＣＣＨ復号継続時間８２５としてラベルが付けられている。サブフレーム８５０
のＰＤＣＣＨ部分の受信の後に残っているサブフレームの時間は、サブフレーム継続時間
特定サブモジュール６１５によって決定され得、図８ではＰＤＣＣＨ継続時間の後のサブ
フレームの残り時間８３０としてラベルが付けられている。ＰＤＣＣＨがＵＥ１１５によ
って復号された後に残っているサブフレームの時間は、サブフレーム継続時間特定サブモ
ジュール６１５によって決定され得、図８ではＰＤＣＣＨ復号継続時間の後のサブフレー
ムの残り時間８３５としてラベルが付けられている。
【００７４】
　[0085]所望のアンテナ切替えの推定される整定時間８４０に基づいて、アンテナ切替え
のためのトリガタイム８４５は、整定時間８４０を、サブフレーム継続時間８１５、ＰＤ
ＣＣＨ継続時間の後のサブフレームの残り時間８３０、およびＰＤＣＣＨ復号継続時間の
後のサブフレームの残り時間８３５のうちの、１つまたは複数と最初に比較することによ
って、決定され得る。整定時間８４０は、３つの継続時間のうちの最も短いもの、すなわ
ち、ＰＤＣＣＨ復号継続時間の後のサブフレームの残り時間８３５と、最初に比較され得
る。図８に示す例では、整定時間８４０は、ＰＤＣＣＨ復号継続時間の後のサブフレーム
の残り時間８３５よりも長い。その結果、整定時間８４０は、３つの継続時間のうちの次
に短いもの、すなわち、ＰＤＣＣＨ継続時間の後のサブフレームの残り時間８３０と、比
較され得る。この場合には、整定時間８４０は、ＰＤＣＣＨ継続時間の後のサブフレーム
の残り時間８３０よりも短く、したがって、さらなる比較がなされる必要はない。
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【００７５】
　[0086]トリガタイム８４５が、図８のＰＤＣＣＨ復号継続時間８２５の後に出現するよ
うに設定される場合、次のサブフレームのＰＤＣＣＨは、失われる場合がある。したがっ
て、アンテナ切替えのためのトリガタイム８４５は、ＰＤＣＣＨ継続時間８２０のすぐ後
に続き得る。このようにして、次のサブフレームのＰＤＣＣＨは保護され得、アップリン
ク許可および基地局の確認応答に関する現在および次のサブフレームのＰＤＣＣＨ部分か
ら得られる情報は、受信されるとともに最終的に復号され得る。現在のサブフレームのＰ
ＤＳＣＨは、もしあれば、失われる場合がある。しかしながら、この損失は、ＰＤＣＣＨ
部分の損失よりも有害ではあり得ない。
【００７６】
　[0087]次に図９を参照すると、いくつかの時間および継続時間は、現在のサブフレーム
９５０の受信に対して特定される。サブフレーム９５０は、ＰＤＣＣＨ部分とＰＤＳＣＨ
部分とを含み、図１、図３、および／または図４を参照しながら説明したＵＥ１１５のう
ちの１つなどのデバイスによって受信され得る。
【００７７】
　[0088]サブフレームのＵＥ１１５による受信は、時間９０５で始まり、時間９１０で終
わる。時間９０５および９１０は、図６を参照しながら説明したサブフレーム継続時間特
定サブモジュール６１５によって決定され得るように、サブフレーム継続時間９１５を規
定する。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａサブフレームの場合では、サブフレーム継続時間９１５は、
１ミリ秒（１ｍｓ）に規格化され得る。
【００７８】
　[0089]ＵＥ１１５がサブフレーム９５０のＰＤＣＣＨ部分を受信するためにかかる時間
は、ＰＤＣＣＨ継続時間特定サブモジュール６０５によって特定され得、図９ではＰＤＣ
ＣＨ継続時間９２０としてラベルが付けられている。ＵＥ１１５がサブフレーム９５０の
ＰＤＣＣＨ部分を復号するために（たとえば、サブフレーム９５０の開始に対して）かか
る時間は、ＰＤＣＣＨ復号継続時間特定サブモジュール６１０によって特定され得、図９
ではＰＤＣＣＨ復号継続時間９２５としてラベルが付けられている。サブフレーム９５０
のＰＤＣＣＨ部分の受信の後に残っているサブフレームの時間は、サブフレーム継続時間
特定サブモジュール６１５によって決定され得、図９ではＰＤＣＣＨ継続時間の後のサブ
フレームの残り時間９３０としてラベルが付けられている。ＰＤＣＣＨがＵＥ１１５によ
って復号された後に残っているサブフレームの時間は、サブフレーム継続時間特定サブモ
ジュール６１５によって決定され得、図９ではＰＤＣＣＨ復号継続時間の後のサブフレー
ムの残り時間９３５としてラベルが付けられている。
【００７９】
　[0090]所望のアンテナ切替えの推定される整定時間９４０に基づいて、アンテナ切替え
のためのトリガタイム９４５は、整定時間９４０を、サブフレーム継続時間９１５、ＰＤ
ＣＣＨ継続時間の後のサブフレームの残り時間９３０、およびＰＤＣＣＨ復号継続時間の
後のサブフレームの残り時間９３５のうちの、１つまたは複数と最初に比較することによ
って、決定され得る。整定時間９４０は、３つの継続時間のうちの最も短いもの、すなわ
ち、ＰＤＣＣＨ復号継続時間の後のサブフレームの残り時間９３５と、最初に比較され得
る。図９に示す例では、整定時間９４０は、ＰＤＣＣＨ復号の後のサブフレームの残り時
間９３５よりも長い。その結果、整定時間９４０は、３つの継続時間のうちの次に短いも
の、すなわち、ＰＤＣＣＨ継続時間の後のサブフレームの残り時間９３０と、比較され得
る。整定時間９４０は、また、ＰＤＣＣＨ継続時間の後のサブフレームの残り時間９３０
よりも長い。その結果、整定時間９４０は、３つの時間のうちの最も長いもの、すなわち
、サブフレーム継続時間９１５と、比較され得る。この場合には、整定時間９４０は、サ
ブフレーム継続時間９１５よりも短い。
【００８０】
　[0091]トリガタイム９４５が、ＰＤＣＣＨ復号継続時間９２５またはＰＤＣＣＨ継続時
間９２０の後に出現するように設定される場合、次のサブフレームのＰＤＣＣＨ、および
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現在と次の両方のサブフレームのＰＤＳＣＨ部分は、失われる場合がある。したがって、
アンテナ切替えのためのトリガタイム９４５は、現在のサブフレーム９５０の開始であり
得る。このようにして、１つのＰＤＣＣＨ、および場合によっては１つのＰＤＳＣＨだけ
が失われ、次のサブフレームの全部は保護され得る。現在のサブフレーム９５０内のＰＤ
ＣＣＨが失われたために、現在のサブフレーム９５０のＰＤＣＣＨ内で受信されたかもし
れないアップリンク許可または確認応答が失われる場合があり、現在のサブフレーム９５
０の４つのサブフレーム後に受信されたサブフレーム内の、ＰＵＳＣＨ／ＰＵＣＣＨ部分
の損失につながる。
【００８１】
　[0092]次に図１０を参照すると、いくつかの時間および継続時間は、現在のサブフレー
ム１０５０の受信に対して特定される。サブフレーム１０５０は、ＰＤＣＣＨ部分とＰＤ
ＳＣＨ部分とを含み、図１、図３、および／または図４を参照しながら説明したＵＥ１１
５のうちの１つなどのデバイスによって受信され得る。
【００８２】
　[0093]サブフレームのＵＥ１１５による受信は、時間１００５で始まり、時間１０１０
で終わる。時間１００５および１０１０は、図６を参照しながら説明したサブフレーム継
続時間特定サブモジュール６１５によって決定され得るように、サブフレーム継続時間１
０１５を規定する。ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａサブフレームの場合では、サブフレーム継続時間
１０１５は、１ミリ秒（１ｍｓ）に規格化され得る。
【００８３】
　[0094]ＵＥ１１５がサブフレーム１０５０のＰＤＣＣＨ部分を受信するためにかかる時
間は、ＰＤＣＣＨ継続時間特定サブモジュール６０５によって特定され得、図１０ではＰ
ＤＣＣＨ継続時間１０２０としてラベルが付けられている。ＵＥ１１５がサブフレーム１
０５０のＰＤＣＣＨ部分を復号するために（たとえば、サブフレーム１０５０の開始に対
して）かかる時間は、ＰＤＣＣＨ復号継続時間特定サブモジュール６１０によって特定さ
れ得、図１０ではＰＤＣＣＨ復号継続時間１０２５としてラベルが付けられている。サブ
フレーム１０５０のＰＤＣＣＨ部分の受信の後に残っているサブフレームの時間は、サブ
フレーム継続時間特定サブモジュール６１５によって決定され得、図１０ではＰＤＣＣＨ
継続時間の後のサブフレームの残り時間１０３０としてラベルが付けられている。ＰＤＣ
ＣＨがＵＥ１１５によって復号された後に残っているサブフレームの時間は、サブフレー
ム継続時間特定サブモジュール６１５によって決定され得、図１０ではＰＤＣＣＨ復号継
続時間の後のサブフレームの残り時間１０３５としてラベルが付けられている。
【００８４】
　[0095]所望のアンテナ切替えの推定される整定時間１０４０に基づいて、アンテナ切替
えのためのトリガタイム１０４５は、整定時間１０４０を、サブフレーム継続時間１０１
５、ＰＤＣＣＨ継続時間の後のサブフレームの残り時間１０３０、およびＰＤＣＣＨ復号
継続時間の後のサブフレームの残り時間１０３５のうちの、１つまたは複数と最初に比較
することによって、決定され得る。整定時間１０４０は、３つの継続時間のうちの最も短
いもの、すなわち、ＰＤＣＣＨ復号継続時間の後のサブフレームの残り時間１０３５と、
最初に比較され得る。図１０に示す例では、整定時間１０４０は、ＰＤＣＣＨ復号継続時
間の後のサブフレームの残り時間１０３５よりも長い。その結果、整定時間１０４０は、
３つの継続時間のうちの次に短いもの、すなわち、ＰＤＣＣＨ継続時間の後のサブフレー
ムの残り時間１０３０と、比較され得る。整定時間１０４０は、また、ＰＤＣＣＨ継続時
間の後のサブフレームの残り時間１０３０よりも長い。その結果、整定時間１０４０は、
３つの時間のうちの最も長いもの、すなわち、サブフレーム継続時間１０１５と、比較さ
れ得る。この場合には、整定時間１０４０は、サブフレーム継続時間１０１５よりも長い
。
【００８５】
　[0096]トリガタイム１０４５が現在のサブフレーム１０５０の開始において出現するよ
うに設定される場合、現在および次のサブフレームのＰＤＣＣＨ部分は失われる場合があ
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り、そこに含まれる任意のアップリンク許可または確認応答の情報も同様である。もしあ
れば、現在のサブフレームのＰＤＳＣＨは、また、失われる場合があり、場合によっては
、次のサブフレームのＰＤＳＣＨも同様である。その結果、アンテナ切替えのためのトリ
ガタイム１０４５は、ＰＤＣＣＨ継続時間１０２０のすぐ後に続き得る。このようにして
、１つだけのサブフレーム（すなわち、次のサブフレーム）のＰＤＣＣＨが失われ得る。
しかしながら、整定時間１０４０が、２つのサブフレームの長さ（たとえば、２ｍｓ）か
ら現在のサブフレーム１０５０のＰＤＣＣＨ復号継続時間１０２５を引いたものよりも短
いと推定され得る場合、トリガタイム決定モジュール５２０－ａは、ダウンリンク制御情
報（ＤＣＩ）を取り出すために、現在のサブフレーム１０５０のＰＤＣＣＨが復号される
のを待ってもよい。トリガタイム決定モジュール５２０－ａは、次いで、ＤＣＩに少なく
とも部分的に基づいて、ＰＤＳＣＨが現在のサブフレーム１０５０内にスケジュールされ
ているかどうかを決定し得る。ＰＤＳＣＨが現在のサブフレーム内に存在しないことを決
定すると、アンテナ切替えのためのトリガタイム１０４５は、ＰＤＣＣＨ復号継続時間１
０２５の後に続くように設定され得る。しかしながら、ＰＤＳＣＨが現在のサブフレーム
１０５０内にスケジュールされていることを決定すると、アンテナ切替えをトリガするこ
とは、現在のサブフレーム１０５０の後に続くいくつかのサブフレームのうちの１つまで
、遅延させられ得る。たとえば、一実施形態では、カウンタは、サブフレームの何らかの
個数Ｎ（たとえば、Ｎ＝４）に設定され得る。ＰＤＳＣＨが現在のサブフレームＮ内にス
ケジュールされていることを決定した後、Ｎは、１だけ減らされてもよく（たとえば、Ｎ
＝Ｎ－１）、アンテナ切替えのためのトリガタイム１０４５は、次のサブフレームまで遅
延させられ得る。Ｎが０に到達し（たとえば、Ｎ＝０）、スケジュールされているＰＤＳ
ＣＨを伴わないサブフレームが依然として見つけられるべき場合、トリガタイム１０４５
は、Ｎ＝０のときに受信されるサブフレームのＰＤＣＣＨ復号継続時間の後に続くように
設定され得る。このことは、ＰＤＣＣＨ部分および２つまでのＰＤＳＣＨ部分の損失とい
う結果になり得るが、現在のサブフレームのＰＤＣＣＨ部分に含まれる任意のアップリン
ク許可は、今もなお復号され得る。
【００８６】
　[0097]図１１は、基地局１０５－ａとＵＥ１１５－ｃとを含むＭＩＭＯ通信システム１
１００のブロック図である。基地局１０５－ａは、図１を参照しながら説明した基地局１
０５のうちの１つの基地局の例であり得、ＵＥ１１５－ｃは、図１を参照しながら説明し
たＵＥ１１５のうちの１つのＵＥの例であり得る。システム１１００は、図１を参照しな
がら説明したシステム１００の１つまたは複数の態様を示し得る。基地局１０５－ａは、
アンテナ１１３４－ａ～１１３４－ｘを備え得、ＵＥ１１５－ｃは、アンテナ１１５２－
ａ～１１５２－ｎを備え得る。システム１１００では、基地局１０５－ａは、複数の通信
リンクを介して同時にデータを送ることが可能であり得る。各通信リンクは「レイヤ」と
呼ばれる場合があり、通信リンクの「ランク」は、通信に使用されるレイヤの数を示すこ
とができる。たとえば、基地局１０５－ａが２つの「レイヤ」を送信する２×２ＭＩＭＯ
システムでは、基地局１０５－ａとＵＥ１１５－ｃとの間の通信リンクのランクは２であ
る。
【００８７】
　[0098]基地局１０５－ａにおいて、送信（Ｔｘ）プロセッサ１１２０がデータソースか
らデータを受信し得る。送信プロセッサ１１２０はデータを処理し得る。送信プロセッサ
１１２０はまた、基準シンボルとセル固有基準信号とを生成し得る。送信（Ｔｘ）ＭＩＭ
Ｏプロセッサ１１３０は、適用可能な場合、データシンボル、制御シンボル、および／ま
たは基準シンボルに対して空間処理（たとえば、プリコーディング）を実行し得、出力シ
ンボルストリームを送信変調器１１３２－ａ～１１３２－ｘに与え得る。各変調器１１３
２は、出力サンプルストリームを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどのための）
それぞれの出力シンボルストリームを処理し得る。各変調器１１３２は、ダウンリンク（
ＤＬ）信号を取得するために、その出力サンプルストリームをさらに処理（たとえば、ア
ナログ変換、増幅、フィルタリング、およびアップコンバート）することができる。一例
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では、変調器１１３２－ａ～１１３２－ｘからのＤＬ信号は、それぞれ、アンテナ１１３
４－ａ～１１３４－ｘを介して送信され得る。
【００８８】
　[0099]ＵＥ１１５－ｃにおいて、ＵＥアンテナ１１５２－ａ～１１５２－ｎは、基地局
１０５－ａからＤＬ信号を受信し得、受信された信号をそれぞれ復調器１１５４－ａ～１
１５４－ｎに与え得る。復調器１１５４－ａ～１１５４－ｎは、場合によっては、図４を
参照しながら説明した復調器４３０の例示的な構成要素であり得る。各復調器１１５４は
、入力サンプルを取得するために、それぞれの受信された信号を調整（たとえば、フィル
タリング、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）することができる。各復調器１
１５４はさらに、受信シンボルを取得するために、（たとえば、ＯＦＤＭなどの）入力サ
ンプルを処理することができる。ＭＩＭＯ検出器１１５６は、すべての復調器１１５４－
ａ～１１５４－ｎから受信シンボルを取得し、適用可能な場合は受信シンボルに対してＭ
ＩＭＯ検出を実行し、検出シンボルを提供することができる。受信（Ｒｘ）プロセッサ１
１５８が、検出されたシンボルを処理し（たとえば、復調し、デインターリーブし、およ
び復号し）、ＵＥ１１５－ｃのための復号されたデータをデータ出力に与え、復号された
制御情報をプロセッサ１１８０、またはメモリ１１８２に与えることができる。Ｒｘプロ
セッサ１１５８は、アンテナ１１５２－ａ～１１５２－ｎの間でのアンテナ切替えの場合
、１）アンテナ切替えと関連して整定時間を特定し得、２）特定された整定時間に少なく
とも部分的に基づいて、タイムトリガのアンテナ切替えを決定し得る、タイミング特定モ
ジュール３０５－ｃを含み得る。トリガタイムは、ＵＥ１１５－ｃに対するデータ損失を
軽減する方式で決定され得る。場合によっては、タイミング特定モジュール３０５－ｃは
、図３、図４、および／もしくは図５を参照しながら説明したタイミング特定モジュール
３０５、または図７、図８、図９、および／もしくは図１０を参照しながら説明したタイ
ミング特定モジュールの動作の、１つまたは複数の態様の一例であり得る。
【００８９】
　[0100]アップリンク（ＵＬ）上で、ＵＥ１１５－ｃにおいて、送信（Ｔｘ）プロセッサ
１１６４は、データソースからデータを受信し、処理し得る。送信プロセッサ１１６４は
また、基準信号用の基準シンボルを生成することができる。送信プロセッサ１１６４から
のシンボルは、適用可能な場合、送信（Ｔｘ）ＭＩＭＯプロセッサ１１６６によってプリ
コードされ、復調器１１５４－ａ～１１５４－ｎによって（たとえば、ＳＣ－ＦＤＭＡな
どのために）さらに処理され、基地局１０５－ａから受信された送信パラメータに従って
基地局１０５－ａに送信され得る。基地局１０５－ａにおいて、ＵＥ１１５－ｃからのＵ
Ｌ信号がアンテナ１１３４によって受信され、復調器１１３２によって処理され、適用可
能な場合、ＭＩＭＯ検出器１１３６によって検出され、受信プロセッサ１１３８によって
さらに処理され得る。受信（Ｒｘ）プロセッサ１１３８は、復号データをデータ出力およ
びプロセッサ１１４０に供給することができる。プロセッサ１１４０は、送信ダイバーシ
ティのアンテナ切替えの場合、変調器１１３２－ａ～１１３２－ｘのうちの１つまたは複
数、およびアンテナ１１３４－ａ～１１３４－ｘのうちの１つまたは複数の、動作を制御
し得るモジュールまたは機能１１４１を含み得る。たとえば、モジュールまたは機能１１
４１は、基地局１０５－ａにおいて、送信ダイバーシティのアンテナスイッチングを制御
し得る。
【００９０】
　[0101]基地局１０５－ａの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用
可能な機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る。言及されたモジュールの各々は、システム
１１００の動作に関係する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。同様
に、ＵＥ１１５－ｃの構成要素は、個別にまたは集合的に、ハードウェア中の適用可能な
機能の一部または全部を実行するように適応された１つまたは複数の特定用途向け集積回
路（ＡＳＩＣ）を用いて実装され得る。言及された構成要素の各々は、システム１１００
の動作に関係する１つまたは複数の機能を実行するための手段であり得る。
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【００９１】
　[0102]図１２は、アンテナ切替えをトリガするための方法１２００の一実施形態を示す
フローチャートである。明快のために、方法１２００は、図１および／もしくは図１１に
示すワイヤレス通信システム１００もしくは１１００を参照しながら、ならびに／または
図１、図３、図４、および／もしくは図１１を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの
１つを参照しながら、以下に記載される。一実施態様では、図３、図４、図５、図６、お
よび／または１１図を参照しながら説明したタイミング特定モジュール３０５は、以下で
説明する機能を実行するためにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードの１つまた
は複数のセットを実行し得る。
【００９２】
　[0103]ブロック１２０５において、整定時間は、特定され得る。整定時間は、アンテナ
切替えの後に続く整定に起因する、受信の推定される遅延を含み得る。いくつかの実施形
態では、ブロック１２０５における動作は、図５および／または図６を参照しながら説明
した整定時間特定モジュール５０５によって実行され得る。
【００９３】
　[0104]ブロック１２１０において、アンテナ切替えをトリガするための時間は、特定さ
れた整定時間に少なくとも部分的に基づいて、決定され得る。いくつかの実施形態では、
ブロック１２１０における動作は、図５および／または図６を参照しながら説明したトリ
ガタイム決定モジュール５２０によって実行され得る。
【００９４】
　[0105]したがって、方法１２００は、アンテナ切替えをトリガするために使用され得る
。方法１２００が一実施態様にすぎないこと、および方法１２００の動作が、他の実施態
様が可能であるように並べ替えられるかまたは場合によっては修正され得ることに留意さ
れたい。
【００９５】
　[0106]図１３は、アンテナ切替えをトリガするための方法１３００の一実施形態を示す
フローチャートである。明快のために、方法１３００は、図１および／もしくは図１１に
示すワイヤレス通信システム１００もしくは１１００を参照しながら、ならびに／または
図１、図３、図４、および／もしくは図１１を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの
１つを参照しながら、以下に記載される。一実施態様では、図３、図４、図５、図６、お
よび／または１１図を参照しながら説明したタイミング特定モジュール３０５は、以下で
説明する機能を実行するためにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードの１つまた
は複数のセットを実行し得る。
【００９６】
　[0107]ブロック１３０５において、ＵＥ１１５によって受信されている現在のサブフレ
ームのＰＤＣＣＨの継続時間が、特定され得る。ＰＤＣＣＨ継続時間は、ＵＥ１１５が現
在のサブフレームのＰＤＣＣＨ部分を受信するためにかかる時間であり得る。いくつかの
実施形態では、ブロック１３０５における動作は、図６を参照しながら説明したＰＤＣＣ
Ｈ継続時間特定サブモジュール６０５によって実行され得る。
【００９７】
　[0108]ブロック１３１０において、現在のサブフレームのＰＤＣＣＨを復号するための
継続時間が、特定され得る。ＰＤＣＣＨ復号継続時間は、ＵＥ１１５が現在のサブフレー
ムのＰＤＣＣＨ部分を復号するためにかかる時間（たとえば、現在のサブフレームの開始
に対して、ＰＤＣＣＨ部分を復号するためにかかる時間）であり得る。いくつかの実施形
態では、ブロック１３１０における動作は、図６を参照しながら説明したＰＤＣＣＨ復号
継続時間特定サブモジュール６１０によって実行され得る。
【００９８】
　[0109]ブロック１３１５において、ＰＤＣＣＨを復号した後の現在のサブフレームの残
り時間が特定され得、ブロック１３２０において、ＰＤＣＣＨの継続時間の後の現在のサ
ブフレームの残り時間が特定され得る。いくつかの実施形態では、ブロック１３１５およ
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び１３２０における動作は、図６を参照しながら説明したサブフレーム継続時間特定サブ
モジュール６１５によって実行され得る。
【００９９】
　[0110]ブロック１３２５において、アンテナ切替えと関連した整定時間は、ＰＤＣＣＨ
の復号の後の、現在のサブフレームの残り時間よりも長いものとして特定され得、ブロッ
ク１３３０において、整定時間は、ＰＤＣＣＨの継続時間の後の、現在のサブフレームの
残り時間よりも短いものとして特定され得る。いくつかの実施形態では、ブロック１３２
５および１３３０における動作は、図５および／または図６を参照しながら説明したトリ
ガタイム決定モジュール５２０によって実行され得る。
【０１００】
　[0111]ブロック１３３５において、アンテナ切替えは、現在のサブフレームの開始から
測定されるような、ＰＤＣＣＨの継続時間の終わりでトリガされ得る。いくつかの実施形
態では、ブロック１３３５における動作は、図５および／または図６を参照しながら説明
したトリガタイム決定モジュール５２０によって実行され得る。
【０１０１】
　[0112]したがって、方法１３００は、アンテナ切替えをトリガするために使用され得る
。方法１３００が一実施態様にすぎないこと、および方法１３００の動作が、他の実施態
様が可能であるように並べ替えられるかまたは場合によっては修正され得ることに留意さ
れたい。方法１３００は、場合によっては、図８を参照しながら説明したタイミングおよ
び継続時間に応じて実行され得る。
【０１０２】
　[0113]図１４は、アンテナ切替えをトリガするための方法１４００の一実施形態を示す
フローチャートである。明快のために、方法１４００は、図１および／もしくは図１１に
示すワイヤレス通信システム１００もしくは１１００を参照しながら、ならびに／または
図１、図３、図４、および／もしくは図１１を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの
１つを参照しながら、以下に記載される。一実施態様では、図３、図４、図５、図６、お
よび／または１１図を参照しながら説明したタイミング特定モジュール３０５は、以下で
説明する機能を実行するためにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードの１つまた
は複数のセットを実行し得る。
【０１０３】
　[0114]ブロック１４０５において、ＵＥ１１５によって受信されている現在のサブフレ
ームのＰＤＣＣＨの継続時間が、特定され得る。ＰＤＣＣＨ継続時間は、ＵＥ１１５が現
在のサブフレームのＰＤＣＣＨ部分を受信するためにかかる時間であり得る。いくつかの
実施形態では、ブロック１４０５における動作は、図６を参照しながら説明したＰＤＣＣ
Ｈ継続時間特定サブモジュール６０５によって実行され得る。
【０１０４】
　[0115]ブロック１４１０において、現在のサブフレームのＰＤＣＣＨを復号するための
継続時間が、特定され得る。ＰＤＣＣＨ復号継続時間は、ＵＥ１１５が現在のサブフレー
ムのＰＤＣＣＨ部分を復号するためにかかる時間（たとえば、現在のサブフレームの開始
に対して、ＰＤＣＣＨ部分を復号するためにかかる時間）であり得る。いくつかの実施形
態では、ブロック１４１０における動作は、図６を参照しながら説明したＰＤＣＣＨ復号
継続時間特定サブモジュール６１０によって実行され得る。
【０１０５】
　[0116]ブロック１４１５において、現在のサブフレームの継続時間が特定され得、ブロ
ック１４２０において、ＰＤＣＣＨの継続時間の後の現在のサブフレームの残り時間が特
定され得る。いくつかの実施形態では、ブロック１４１５および１４２０における動作は
、図６を参照しながら説明したサブフレーム継続時間特定サブモジュール６１５によって
実行され得る。
【０１０６】
　[0117]ブロック１４２５において、アンテナ切替えと関連した整定時間は、ＰＤＣＣＨ
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の継続時間の後の現在のサブフレームの残り時間よりも長いものとして特定され得、ブロ
ック１４３０において、整定時間は、現在のサブフレームの継続時間よりも短いものとし
て特定され得る。いくつかの実施形態では、ブロック１４２５および１４３０における動
作は、図５および／または図６を参照しながら説明したトリガタイム決定モジュール５２
０によって実行され得る。
【０１０７】
　[0118]ブロック１４３５において、アンテナ切替えは、現在のサブフレームの開始にお
いてトリガされ得る。いくつかの実施形態では、ブロック１４３５における動作は、図５
および／または図６を参照しながら説明したトリガタイム決定モジュール５２０によって
実行され得る。
【０１０８】
　[0119]したがって、方法１４００は、アンテナ切替えをトリガするために使用され得る
。方法１４００が一実施態様にすぎないこと、および方法１４００の動作が、他の実施態
様が可能であるように並べ替えられるかまたは場合によっては修正され得ることに留意さ
れたい。方法１４００は、場合によっては、図９を参照しながら説明したタイミングおよ
び継続時間に応じて実行され得る。
【０１０９】
　[0120]図１５は、アンテナ切替えをトリガするための方法１５００の一実施形態を示す
フローチャートである。明快のために、方法１５００は、図１および／もしくは図１１に
示すワイヤレス通信システム１００もしくは１１００を参照しながら、ならびに／または
図１、図３、図４、および／もしくは図１１を参照しながら説明したＵＥ１１５のうちの
１つを参照しながら、以下に記載される。一実施態様では、図３、図４、図５、図６、お
よび／または図１１を参照しながら説明したタイミング特定モジュール３０５は、以下で
説明する機能を実行するためにＵＥ１１５の機能要素を制御するためのコードの１つまた
は複数のセットを実行し得る。
【０１１０】
　[0121]ブロック１５０５において、ＵＥ１１５によって受信されている現在のサブフレ
ームのＰＤＣＣＨの継続時間が、特定され得る。ＰＤＣＣＨ継続時間は、ＵＥ１１５が現
在のサブフレームのＰＤＣＣＨ部分を受信するためにかかる時間であり得る。いくつかの
実施形態では、ブロック１５０５における動作は、図６を参照しながら説明したＰＤＣＣ
Ｈ継続時間特定サブモジュール６０５によって実行され得る。
【０１１１】
　[0122]ブロック１５１０において、現在のサブフレームのＰＤＣＣＨを復号するための
継続時間が、特定され得る。ＰＤＣＣＨ復号継続時間は、ＵＥ１１５が現在のサブフレー
ムのＰＤＣＣＨ部分を復号するためにかかる時間（たとえば、現在のサブフレームの開始
に対して、ＰＤＣＣＨ部分を復号するためにかかる時間）であり得る。いくつかの実施形
態では、ブロック１５１０における動作は、図６を参照しながら説明したＰＤＣＣＨ復号
継続時間特定サブモジュール６１０によって実行され得る。
【０１１２】
　[0123]ブロック１５１５において、現在のサブフレームの継続時間は、特定され得る。
いくつかの実施形態では、ブロック１５１５および１５２０における動作は、図６を参照
しながら説明したサブフレーム継続時間特定サブモジュール６１５によって実行され得る
。
【０１１３】
　[0124]ブロック１５２０において、アンテナ切替えと関連した整定時間は、現在のサブ
フレームのＰＤＣＣＨを復号した後の現在のサブフレームの残り時間よりも短いものとし
て特定され得る。交互に、ブロック１５２５において、整定時間は、現在のサブフレーム
の継続時間よりも長いものとして特定され得る。いくつかの実施形態では、ブロック１５
２０および１５２５における動作は、図５および／または図６を参照しながら説明したト
リガタイム決定モジュール５２０によって実行され得る。
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【０１１４】
　[0125]ブロック１５３０において、カウンタは、サブフレームの何らかの個数Ｎに設定
され得る。ループは、次いで、入られ得る。ブロック１５３５において、現在のサブフレ
ームＮのＰＤＣＣＨは、そのＤＣＩを取り出すために復号され得、ＰＤＳＣＨが現在のサ
ブフレーム内にスケジュールされているかどうかを決定し得る。ブロック１５４０におい
て、ＰＤＳＣＨが存在しないことを決定すると、ブロック１５４５において、アンテナ切
替えは、現在のサブフレームＮでトリガされ得る。アンテナ切替えは、ＰＤＳＣＨの復号
の後に続くように時間を決められ得る。しかしながら、ブロック１５４０において、ＰＤ
ＳＣＨが現在のサブフレーム内でスケジュールされていることを決定すると、ブロック１
５５０において、Ｎは、Ｎから１を引いたもの（たとえば、Ｎ＝Ｎ－１）に設定され得る
。次いで、ブロック１５５５において、Ｎが０に等しい（たとえば、Ｎ＝０）かどうかが
決定され得る。はいの場合、ブロック１５４５において、アンテナ切替えは、現在のサブ
フレームＮでトリガされ得る。そうでない場合、ブロック１５６０において、次のサブフ
レームが処理され得、方法１５００のフローはブロック１５３５に戻り得る。いくつかの
実施形態では、ブロック１５３５～１５６０における動作は、図５および／または図６を
参照しながら説明したトリガタイム決定モジュール５２０によって実行され得る。
【０１１５】
　[0126]したがって、方法１５００は、アンテナ切替えをトリガするために使用され得る
。方法１５００が一実施態様にすぎないこと、および方法１５００の動作は、他の実施態
様が可能であるように並べ替えられるかまたは場合によっては修正され得ることに留意さ
れたい。方法１５００は、場合によっては、図７および／または図１０を参照しながら説
明したタイミングおよび継続時間に応じて実行され得る。
【０１１６】
　[0127]添付の図面に関して上で述べられた発明を実施するための形態は、例示的な実施
形態を説明しており、実装され得るまたは特許請求の範囲内に入る実施形態のみを表すも
のではない。この明細書全体にわたって使用される「例示的」という用語は、「例、事例
、または例示として機能すること」を意味し、「好ましい」または「他の実施形態よりも
有利である」ことを意味しない。発明を実施するための形態は、説明された技法の理解を
与えるための具体的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの具体的な詳
細を伴わずに実践され得る。場合によっては、説明された実施形態の概念を不明瞭にしな
いために、よく知られている構造およびデバイスがブロック図の形態で示される。
【０１１７】
　[0128]本明細書で説明する技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ
－ＦＤＭＡおよび他のシステムなどの様々なワイヤレス通信システムに使用され得る。「
システム」と「ネットワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシ
ステムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal 
Terrestrial Radio Access）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－
２０００、ＩＳ－９５およびＩＳ－８５６の標準規格を含む。ＩＳ－２０００リリース０
およびＡは、通常、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれる。ＩＳ－８５６（ＴＩ
Ａ－８５６）は、通常、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲ
ＰＤ）などと呼ばれる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））とＣＤ
ＭＡの他の変形態とを含む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信用グローバルシステム（
ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）などの無線技術を実
装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ：Ultra Mo
bile Broadband）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．
１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、
ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術を実装し得る。ＵＴＲＡお
よびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションシステム（ＵＭＴＳ
：Universal Mobile Telecommunication System）の一部である。３ＧＰＰのロングター
ムエボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲ
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Ａを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、Ｌ
ＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３Ｇ
ＰＰ）と呼ばれる組織からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、
「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と称する団体からの文書に
記載されている。本明細書において説明される技法は、上記のシステムおよび無線技術、
ならびに他のシステムおよび無線技術に使用され得る。ただし、以下の説明では、例とし
てＬＴＥシステムについて説明し、以下の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用される
が、本技法はＬＴＥ適用例以外に適用可能である。
【０１１８】
　[0129]様々な開示される実施形態のいくつかに適応し得る通信ネットワークは、階層化
プロトコルスタックに従って動作するパケットベースネットワークであり得る。たとえば
、ベアラまたはパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤでの通信
は、ＩＰベースであり得る。無線リンク制御（ＲＬＣ）レイヤは、論理チャネルを介して
通信するために、パケットセグメンテーションとリアセンブリとを実行することができる
。媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤは、優先度処理と、トランスポートチャネルへの論
理チャネルの多重化とを実行することができる。ＭＡＣレイヤはまた、ＭＡＣレイヤで再
送信を行ってリンク効率を改善するために、ハイブリッドＡＲＱ（ＨＡＲＱ）を使用する
ことができる。物理レイヤで、トランスポートチャネルは物理チャネルにマッピングされ
得る。
【０１１９】
　[0130]情報および信号は、様々な異なる技術および技法のいずれかを使用して表され得
る。たとえば、上記の説明全体にわたって参照され得るデータ、命令、コマンド、情報、
信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、磁界または磁性粒子、
光場または光学粒子、あるいはそれらの任意の組合せによって表され得る。
【０１２０】
　[0131]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュールは
、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩ
Ｃ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル論
理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要素、あるいは
本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せを用いて実
装または実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセッサでもよいが、代替で、そ
のプロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、また
は状態機械でもよい。プロセッサは、コンピューティングデバイスの組合せ、たとえば、
ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携
する１つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任意の他のそのような構成としても
実装され得る。プロセッサは、場合によっては、メモリと電子通信していてもよく、メモ
リは、プロセッサによって実行可能な命令を記憶する。
【０１２１】
　[0132]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実現され得る。プロセッサ
によって実行されるソフトウェアで実現される場合、機能は、１つまたは複数の命令また
はコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか、あるいはコンピュータ可読媒体
を介して送信され得る。他の例および実施態様は、本開示および添付の特許請求の範囲の
範囲および趣旨内にある。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能
は、プロセッサ、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれらの
うちのいずれかの組合せによって実行されるソフトウェアを使用して実現され得る。機能
を実現する特徴はまた、機能の部分が、異なる物理的な場所において実現されるように分
散されることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。また、特許請求の範囲を含
めて、本明細書で使用される場合、「のうちの少なくとも１つ」で終わる項目の列挙中で
使用される「または」は選言的列挙を示しており、たとえば、「Ａ、Ｂ、またはＣのうち
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はＡＢＣ（すなわち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味する。
【０１２２】
　[0133]コンピュータプログラム製品またはコンピュータ可読媒体はいずれも、ある場所
から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む、コンピ
ュータ可読記憶媒体と通信媒体とを含む。記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の媒体であり得る。限定ではなく例として、コンピュータ可読
媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディス
クストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命
令またはデータ構造の形態の所望のコンピュータ可読プログラムコードを搬送または記憶
するために使用され得、汎用もしくは専用コンピュータまたは汎用もしくは専用プロセッ
サによってアクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。また、任意の接続
が、適切にコンピュータ可読媒体と呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル
、光ファイバケーブル、撚線対、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、マ
イクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモート
ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、撚線対、ＤＳＬ、また
は赤外線、無線、マイクロ波などのワイヤレス技術が、媒体の定義内に含まれる。ディス
ク（ｄｉｓｋおよびｄｉｓｃ）は、本明細書で使用される時に、コンパクトディスク（ｄ
ｉｓｃ）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｄｉｓｃ
）、デジタル多用途ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク
（ｄｉｓｋ）、およびブルーレイ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）を含み、ｄｉｓｋは
、通常は磁気的にデータを再生し、ｄｉｓｃは、レーザーを用いて光学的にデータを再生
する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１２３】
　[0134]本開示についてのこれまでの説明は、当業者が本開示を構成または使用すること
ができるように与えられる。本開示への様々な修正は当業者には容易に明らかであり、本
明細書で定義された一般原理は、本開示の趣旨または範囲から逸脱することなく、他の変
形形態に適用される場合がある。本開示全体にわたって、「例」または「例示的」という
用語は、一例または一事例を示すものであり、言及された例についてのいかなる優先をも
暗示することはなく、または要求することもない。したがって、本開示は、本明細書に記
載された例および設計に限定されるべきでなく、本明細書で開示される原理および新規の
特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
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